筑波大学新聞 第312号 by unknown
筑波大学新聞 第312号
雑誌名 筑波大学新聞
号 312
発行年 2014-01-27
URL http://hdl.handle.net/2241/00123386
大学ラグビー選手権大会
全整備士が道路交通法令に基づく「安全な自転車」であることを確認し、ＴＳマーク＝
　
＝を貼った上
かけている。　
一方、新たな設置が予定
される自転車・バイク登録の総合管理センター「ＩＣｙｃｌｅセンター」 （仮称）では、ＩＣタグの配布や放置自転車 チェックなどの他、今回開始が決まった卒業・修了生の自転車のリサイクル活動も担当する。　
ＴＳマーク
＝自転車安
全整備士が点検整備した普通自転車に貼付されるマークで、貼付後の１年間は付帯保険がつく。 青、赤の２種類があり、最大１０００〜２０００万円の保険が支払われる。
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決勝進出ならず
街灯ない場所で続く
警察、大学と防犯対策検討
わいせつ事件やまず
早稲田大の守備を振り切りトライを狙う筑波大
試合後、悔しさを見せる選手たち
整備し新入生に販売卒業生の自転車を無料回収
　
本紙で事件・事
故取材を担当している。その中で昨年、筑波大学周辺で路上わいせつ事件が急増している
ことを報じた。街灯が整備されていない暗さを悪用し、女子学生に生涯忘られぬ辛い思いをさせる犯罪。一つ間違えば、重大事件に発展する可能性もある▼現場付近の道を実際に歩いた やはり暗く、 街灯を建ててほ い、警察にはパトロールを増やしてほしい、と切実思った。幸い、記事には多くの反響があり、ある卒業生からは「自らも怖い思いをした」 キャンペーンを続けてほしい」との連絡があった▼記者としての手ごたえを感じたが、取材するうちに、別の感想を持ったのも事実だ。ある取材先は「筑波大生の防犯意識が低い」と話した。飲み会後、深夜に一人で帰る学生。午前２時にジョギングを行う学生。 例を示しながら、その取材先は学生に自戒を求めた▼昨年、同様に多発した は深夜に居住者 寝ている間に部屋に侵入する「忍び込み」と呼ばれる窃盗事件だった。住民の学生たちは玄関のオートロックを過信して、自らの部屋の施錠を怠り、被害にあってい ▼自らの安全は他人に任せきりにせず、まずは、自分ができることを考える。そのことの重要性 痛感する。「一人の社会人としての自立」 。今年、故郷での成人式で聞いた言葉の意義を、考え続けている。
　
筑波大学周辺の街灯が整備されていない路上で深夜、女子大生を狙う路上わい
せつ事件（暴行を含む性的嫌がらせ）が急増している問題で、昨年
12月にも帰宅
途中の筑波大学生が、中年とみられる男に口をふさがれたり腹部をおさえられる事件が起きていたことが分かった。学生の悲鳴で男は逃走したという。一連の事件を受け、 くば中央署では防犯グッズの貸し出しなど、筑波大と協力して防犯対策を行うことを検討している。
（本紙取材班＝３面に関連特集）
　
同署への取材による
と、事件が発生したのは
12月４日午前２時ごろ。
大学から徒歩で戻り、つ
くば市春日４丁目の自宅アパートに入ろうとした女子学生が突然、背後から来た男に口をふさがれ
るなどした。金品の盗難など他の被害はなかった。　
被害者の証言などによ
ると、犯人の男は身長約１７０㌢、痩せ型で、年齢は
40代後半から
50代前
半とされ 。また髪 毛はぼさぼ で、無精ひげを生やしていたという。同署への取材では、現場近くのコンビニの防犯カメラが犯人の映像を一部、捉えていたが、そ
の映像などから、男は女子学生の後をつけていた可能性が高いという。　
同署ではこ
の映像解析を行い、男の割り出しを急いでいる。　
本紙で調べ
たところ、春日４丁目の事件発生現場は街灯が少なく、夜間の視界は
30㍍程度
だった。筑波
大学周辺ではこの一帯を含め昨年、夜暗い道で女子大生を狙う路上わいせつ事件が一 の２倍に急増。同署では一連の事件が重大犯罪に結びつく可能性が高いとして、パトロールを強化する一方、学生に注意を呼びかけていた。　
同署では 「事件現場は、
暗い場所が多い」 と指摘。その上で「これ以上（路上わいせつ事件 ）発するなら、大学とも協力して防犯グッズの貸し出しなどの対策を検討していきたい」として る。　　　　　
◆
　
筑波大学学生生活課に
よると、同課はストーカーなどの相談に来た学生を対象に２０１０年ごろから学生に防犯グッズを提供している。グッズの中にはストッパーを外すと高音を発する電池式の防犯ブザーや服などに簡単に巻きつけることができる蛍光塗料バンド、小型懐中電灯などがある。つくば中央署 の連携について、 同課は「 （有効な）対策があれば、取り組んでいきたい」としている。
　【国立競技場で冨田慎二＝日本語・日本文化学類１年】
大学日本一を決める第
50回全国大学ラグビー選手権大会の準決勝が１月２日、国立競技場（東京都新宿
区） で行われた。筑波大学は５大会ぶりの頂点を目指す早稲田大学と対戦したが、
11―
29で惜しくも敗れ、２年連続の決勝進出はならなかった。筑波大は昨年
12月
に行われた第２ステージを３戦全勝で突破し、 ３年連続の４強入りを決めていた。（９面に関連記事）
　
２年連続の決 進出を
狙った筑波大だったが、日本代表の福岡堅樹（情科２年）に対する厳しいマークや、相次いで反則を取られたことで、スクラムから地道に攻撃を重ね、トライ決めるという本来のゲー展開に持ち込めなかった。　
前半６分に山沢拓也（体
専１年）が風下 厳しい条件にもかかわらずペナルティーゴールを決めて先制する。
10分には山下一 （同
３年） が主将の内田啓介 （同４年）からのパスを受けてトライ。しかしその後、筑波大はゲームの流れをつかみきれずミスが相次ぎ、
20
分、早稲田大にトライを決められる。
26分にはペナル
ティーゴールで逆転を許し、８―
10で前半を折り返
した。　
後半、筑波大はゴールラ
イン目前に何度も迫り、スタンドからは 「筑波コ 」が沸き起こった。だが、早稲田大のディフェンスを崩せずにいると、逆に
28分に
スクラムで押し切られトライを奪われた。
31分には山
沢がペナルティーゴールを決め
11―
15と早稲田大に４
点差まで迫るが、
34分にト
ライを許し、直後
37分にも
ダメ押しのトラ 決められた。試合終了のブザーが
鳴り響き、選手たちは天を仰いだ。　
試合後、古川拓生監督
（体育系・准教授）は「９月の対抗戦で早稲田大に負けているので対策は行ってきたが、うまく生かしきれず攻撃につなげる体制が作れなかっ 」と敗因を語った。一方、主将の内田は
「 （昨年決勝で敗れた帝京大学に）リベンジを果たして日本一になるシナリオを描いていたが、負けてしまった」 と悔しさをにじませた。また、エースの福岡は「個人としては何もできなかった。もっと工夫が必要だった」と話し 。
　
筑波大学は今年から、卒業していく学生の自転車を回収・整備し、新入生など
に一台５０００円程度で販売していく。同大では毎年、卒業生らが放置した自転車が平均約１４００台にのぼっており、ユニークな放置自転車対策として注目されそうだ。また同大は平成
27年度にも、自転車・バイク登録制度を総合的に管理
していくセンターを設置する予定で、これらの施策を通じ、開学以来続く自転車問題の抜本的解決を目指すという。
（鈴木拓也＝人文学類２年）
　
同大学学生生活課による
と今年から、２月中旬〜３月の間、卒業や修了を控え自転車の処分に困っている
学生などに呼びかけ、自転車を無料で回収。パンクしにくいタイヤに交換するなど整備した上で、自転車安
で、希望者に販売する。　
同課では今年、１００台
程度の回収を見込んでおり、整備後の自転車は学生宿舎の管理事務所などで展示・販売する予定だ。これまで放置自転車の処分には費用がかさみ問題となっていたが、今回の計画でこの削減も見込まれる。同課は卒業などで大学を離れる学生に対し「自転車の処分に困っている ら後輩のために提供してほ 」と呼び
大学が提供する防犯ブザー（左下）などの防犯グッズ
３年連続の４強
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充電時間は
60分の１以下に
医師不足解消に期待
来年度から９人を増員
医学類定員増
ケイ素ラジカルの結晶
21世紀末の気温・降水量を予測
日本アンチ・ドーピング機構と協定締結薬物防止で世界をリードへ
小・中・高校生が研究を発表第８回「科学の芽」賞
ユニークな視点に大人も感心
　
小・中・高校生を対象に、
科学や自然現象についての優れた研究を募集する朝永振一郎記念第８回「科学の芽」賞の表彰式が昨年
12月
21日、筑波大学大学会館
ホールで行われた。受賞者
による研究発表も行われ、訪れた人々は子ど たちのユニークな視点に感心していた。　「科学の芽」賞は、ノーベル物理学賞を受賞した朝永振一郎博士（東京教育大
学学長）の功績をたたえ、若い世代の科学への関心を高めることを目的に、筑波大が主催している。今回は２０５０件の応募があり、小学生部門で８件、中学生部門で９件、 校生部門３件が受賞した。　
小学生部門で２年連続の
受賞となった熊ノ郷健人さん（大阪教育大学附属池田小学校４年）は、クモの巣
フェアプレーの精神
 根付かせる
が多く発生する条件についての研究を発表。熊ノ郷さんは、自宅近くにあ クモの巣を約１カ月間観察し続け、湿度が高い日にはクモの巣の数が増えること 突き止めた。実際にクモの巣を採取し、手触りや糸の強さについても調査したため「触りたくないクモの巣に毎日手で触って性質を調べなければならず、大変だった」と苦労を話した。　
表彰式に訪れた第１回
「科学の芽」賞受賞者の木村あかねさんは「大人にはない面白い発想の研究 かり。子どものひらめきに学ぶことが多くあり、筑波大の研究者全員に来てほしい内容だった」と話した。　
一方、 永田恭介学長は 「率
直な疑問を持 て、謎を解き明かしたいという強い気持ちを感じた。疑問が解けて、科学の芽が花になるとに期待したい」 と話した。
セクハラ行為で
50才代男性教授
日比野研究員らの研究グループ
東京は約３度上昇か
関口教授ら研究グループ
非金属の高性能電池を開発
　
筑波大学は昨年
12月
20
日、平成
26年度個別学力検
査（前期日程）などで医学群医学類の定員を現在の
63
人から９人増員することを発表した。増員されるのは茨城県の「地域枠」で、同枠 募集 員は
13人から
22
人に増員される。茨城県
人口
10万人あたりの医師数
は全国ワースト２位で、今回の増員は地域医療の再生に貢献するものとして期待されている。　
地域枠は①県内の高等学
校を卒業または卒業見込み②保護者が県内に居住する……などが主な応募条件採用者には奨学金が貸与され、卒業後に県 指定する医療機関で９年間勤務すると返還は免除される。　
文部科学省は近年の医師
不足に対応するため、平成
31年度まで全国の国公私立
大学で医学部の定員を増員する計画を進めている。平成
26年度は、筑波大のほか
弘前大学で５名、秋田大学で２名、神戸 ２名、兵庫医科大学で２名の増員が決定している。
　
筑波大学は昨年
12月６
日、
50才代の男性教授が女
子学生に対し、 クハラ行為に及んだとして諭旨解雇処分にしたと発表 た。同教授は同年
11月
30日に退職
した。　
筑波大によると、同教授
は一昨年の夏、学外の飲食店で女子学生と飲酒した後、自らが予約したホテルに女子学生を連れ込んだ。しかし、女子学生がホテルから逃げ出したため、性行為には至らなかっ という。　
問題は一昨年
11月に女子
が筑波大のハラスメン
ト相談員に事情を話したことにより発覚。筑波大は調査委員会を設置して、同教授と学生 話 聞くなどし、事実関係を確かめた処分が決まるまでの期間、筑波大は同教授の学生への研究指導や講義を制限し、同教授が学生と接触しないようにしていた。　
同教授は問題を事実と認
め「女子学生には申し訳ないことをした。大学の信用を失墜させ、深く反省している」と謝罪したという。　
永田恭介学長は「被害を
受けた学生並びに関係者の皆様にお詫び申し上げる。今回の事態を真
しんし
摯に受け止
め、再発防止と共に、大学の社会的信頼の維持・向上努めたい」とコメントしている
　
筑波大学は昨年
11月
28
日、公益財団法人日本チ・ドーピング機構（ＪＡＤＡ）と連携及び協力に関する協定を締結した。ＪＡＤＡが大学と協定を結ぶのは初。両者は①教育の推進と人材育成②調査 共同研究の推進③相互交流 国際
連携……などを通して、禁止薬物の使用防止に関して世界を先導していきたい方針だ。　
協定の中で特徴的なのは
教育面。筑波大の附属小学校から大学院まで、全ての教育課程でアンチ・ドーピングに関する教育を取り入
れる。スポーツに関わらない人にも、公正さや真
しんし
摯な
取り組みに通ずる「フェアプレーの精神」を理解してもらい、スポーツ界のみならず一般社会に通じるアンチ・ドーピング 概念 気付かせることが狙いだ。　
また、日本では禁止薬物
使用者は少ない のの 総合感冒薬の使用などによる「うっかりドーピング」が目立っている。禁止薬物を全て把握している医師も少
ないため、筑波大学附属病院の研修医を対象に講義を実施し、医療とスポーツの関係理解 他、 「うっかりドーピング」の根絶、安易に薬に頼らない患者教育などに結びつくことを期待している。　
筑波大では以前から体育
専門学群の講義「アンチ・ドーピング」で、ＪＡＤＡの職員を講師として招くなど、ドーピング防止のため協力していた。今回の協定
締結で協力体制はより一層強化される見込みで、筑波大は、医学や倫理学などの分野でも研究を進める予定だ。　
ＪＡＤＡの委員も務める
渡部厚一准教授（体育系）は「アンチ・ドーピングはフェアプレー精神の象徴であり、社会全体に浸透させるべきものだ。スポーツに興味がない人にも関心を持ってもら たい」と語った。
　
日比野研
けんし
志研究員（生環
系）らの研究グループは、地球温暖化が進んだ場合、
21世紀末の東京の気温が約
３度上昇する可能性があると発表した。独立行政法人海洋研究開発機構横浜研究所（横浜市金沢区）のスーパーコンピューター「地球シミュレータ」を用い 予測結果で、人間の食生活や伝染病の拡大などに影響を与える可能性があるという。　
同グルー プは世界約
２００の国や地域を対象に２０７５年～
99年の月別平
均気温と降水量を予測。そ
の結果、
21世紀末の東京の
気温は現在より約３度上昇し、中国浙江省の温州市のような 候になることが分かった。 上昇によって▽熱中症やデング熱などの感染症のリスクが高ま▽農作物の生育期間が短くなる▽海水温の変動によって取れる魚の種類や漁獲量が変化す ……など多岐にわたる影響が出る懸念がある。　
東京以外の地域の気候も
大きく変わる可能性がある。北欧デンマークの首都コペンハーゲンの気温は２・５度上昇してイタリア
南部のような気候になり、イタリアの首都ローマの気温は３度上昇してアフリカ大陸のアルジェリア付近のような気候になるという。　
今回、 同研究グループは、
今後の社会を、化石燃料太陽光パネル ど 環境に優しい新技術を併用しながら経済発展を目指すものと想定。これを基にシミュレーションを行った。　
研究は気候の変化を予測
することで異常気象対策などに役立てる文部科学省の「気候変動リスク情報創生プログラム」の一環。筑波大学では気象庁気象研究所
など５機関と協力し、地域ごとの気候の変化を詳細に評価する技術の開発を目指している。　
日比野研究員は「この結
果が、地球温暖化を抑止するための研究のきっかけになってほしい」と話している。
「関連語マップ」
単語の関連度を図で表示
運用開始
　
関口章教授（数物系）ら
の研究グループは株式会社豊田中央研究所と共同研究を行い、充電池の性能を高めるために、 「ケイ素ラジカル」という物質が利用できること 世界で初めて発見したと昨年
12月
18日に発
表した。ケイ素は豊富に存在する元素で、従来の充電池に用いられる金属よりも入手が容易。ケイ素ラジカルを用いた電池では、高速での充放電もでき と期待されている。　
パソコンやハイブリッド
車には高性能な充電池が不可欠だが、最も広く利用されているリチウムイオン池は寿命が長く利便性に優れる一方、大量生産の際の資源確保などの課題も多かった。　
同グループは、リチウム
のような希少金属以外の物質を用いて充電池が作 ないか研究を開始。 その結果ケイ素と有機物を化学結合させた「ケイ素ラジカル」が最も充電池に適していることが分かった。ケイ素ラジカル電池だと、充電に要する時間 従来の
60分の１
以下になる いう。　
同教授は「エネルギーを
保存できる充電池の開発は重要な研究であり、今後の発展にも期待したい」と話した。
　計算知能・マルチメディア研
究室所属の佐藤裕也さん（知機
２年）と学研教育出版は、単
語と単語の関連度を分かりや
すく表示する学習支援システ
ム「関連語マップ」を共同開発
し、2013 年 11 月からインター
ネットサイト「学研キッズネッ
ト」で運用が開始された。この
システムは誰でも無料で利用で
きる。
　「関連語マップ」は、例えば「織
田信長」と検索すると、画面の
中心に表示された「織田信長」
の語を囲むように「安土城」や
「本能寺の変」などの関連語句
が表示される。それぞれの関連
語は「織田信長」と太い線で結
ばれる。一方、「安土城」の関
連語である「安土桃山時代」と
いう語は、「安土城」と細い線
で結ばれる。
　基となるデータは学研教育出
版が持つ歴史や理科、国語など
の学習辞書・事典の約２万項目
で、入力した単語の関連用語を
算出し、単語間の関連度合いを
図にして表示する。関連度合い
の基準は佐藤さんらが開発した
独自の計算式（アルゴリズム）
によって割り出される。
　佐藤さんはこのシステムの基
となる計算式を作成した河内沙
織さん（平成 24 年度シス情科
卒業）の研究を引き継いだ。佐
藤さんが所属する研究室の延
のぶはら
原
肇
はじめ
准教授（シス情系）は「実
際に使用した児童からは『単語
同士のつながりが分かりやす
い』と、高評価を得た」と話した。
学研教育出版と共同で
「マップ」の一例（学研キッズネットより作成）
永田学長から表彰状を受け取る中学生
諭旨解雇
■大学も県、市に要望　
筑波大学の取り組みはど
うだろうか。今後の計画を含め、学生の安全や防犯を担当する学生生活課と、学内の街灯を管理する施設環境課に取材した。　
学生生活課によると、筑
波大は２００８年と
09年、
茨城県やつくば市に街灯設置を求めた。本紙が入手た要望書によると、
08年に
「交通安全と防犯対策」との理由で、東大通り沿いの
歩道と春日エリアの西大通り沿いの歩道に街灯設置を求め、その際は東大通り沿いの一部に街灯が設置された。　
また
09年には
大学付近で暴行事件や交通事故が多発したことから、県の土木事務所に平塚線沿いの街灯設置と植え込みの
「
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■設置困難な場所も　
長課長によると、つくば
市では夜間の犯罪や事故を未然に防ぐため、防犯灯を年間３００〜４００本設置しており、現在、同市には１万８０００以上がある。それではなぜ、筑波大学周辺で街灯などが無整備な暗い場所があり、そこで「路上わいせつ」の犯罪 多発するのか。
　
長課長によると問題は、
防犯灯を設置できない場所があることだ。今回、筑波技術大学（つくば市春日４丁目）前の通りの街灯が無整備で、 事件が多発した 、そこでは電柱 ないため電気を引くことができず、設置ができないという。小川係長は「電気を引かなくても済むソーラーパネル付きの防犯灯は通常の約５〜
10
倍の値段で、設置工事にも費用が掛かる。一カ所にお金をかける訳にもいかず、申し訳ないが設置は厳しい」と話す。　
だが長課長は「 （事件の
起きた）付近の道は整備している。迂回して、比較的明るい道を使ってもらってほしい」と話し、筑波技術大前の通りでは近いうちに、迂回路の通行 促す看板を設置する予定だ いう。今後 防犯灯などの設置が難しい場所につ
「技術大前は迂回してほしい」
　
筑波大学周辺で夜、街灯が整備されていない路上での女子学生に対するわいせ
つ事件 （暴行を含む性的嫌がらせ） が続いている。 「街灯がない暗い道は怖い」 「襲われたら、と思うと気が気でならない」……。本紙の取材に答える学生たちの思いに、大学や自治体、自治会などはどう応じようとしているのか。つくば市では一部の研究機関が、独自に敷地に明かりをつけるなど自衛策をとってもいる。各機関の対策や今後の計画を探った。
（本紙取材班：鈴木拓也＝人文学類２年、平
嶋健人＝社会学類２年）
「筑波大学や市道際の施設と協力して、遊歩道の整備をするなど、何らかの解決策を探りたい」という。　
一方で同課は、市民の防
犯意識の啓発を促している。 「特に女性が深夜に出歩くのは危険。可能な限りの自己防衛をして、自分の身は自分の身で守る意識持ってほしい」 としている。■防犯灯などの設置状況　
防犯灯などの設置場所を
決める基準となるのは、各自治会や研究機関 から
　
街灯の不足に対して、つ
くば市はどのように対処しているのだろうか。同市の防犯灯を管轄する危機管理課の長
ちょう
卓たかよし
良課長と小川
高たかのり
徳交通防犯係長に聞い
た。
東條三郎
さん
送られる年間２００以上の要望書だ。同課では全てに対し現地調査をした上で、設置を検討している。　
長課長は「すぐにとはい
かないが、要望があり、設置可能な場所には１００％防犯灯を設置している」と語る。また、暗い危険な場所を見つけた場合は「地域の自治会を通じて要望を出したり、危機管理課に電話やメールをするなど何らかの形で意思表示 してほしい」という。
「大学周辺を明るくして」
要望実現ぜず独自に設置
　
街灯が整備されていない
問題で、独自に整備を行った機関がある。つくば市大
穂にある高エネルギー加速器研究機構（ＫＥＫ）だ。ＫＥＫは加速器を用いて物質の成り立ちなどを研究する大学共同利用 関法人だが、付近で不審者が出没する事件が発生したのを に敷地の東大通り沿いに街灯
を計
38本設置。また、街灯
の周りの樹木を伐採するなどして付近の歩道を明るくする自主的な取り組みを続けてきた。■関係機関へ 要望ならず　
ＫＥＫの総務課によると
ＫＥＫの周辺はもともと暗く、２００６年７月、関係
者が不審者に遭遇する事件が発生。また、夜間帰宅時の歩行 や自転車通勤者の安全確保に対する職員の要望もあり、隣接する東大り沿いの歩道に街灯設置を求める要望書を関係機関に提出した。だが、①街灯の設置には優先順位がある②予算に限りがある……などで結局、街灯の設置は実現
しなかった。■自助努力で
38本設置
　
これに対しＫＥＫは「職
員のみならず、外来研究者が深夜出歩いたりすることも多く、 早急な対応が必要」と判断。
09年、自らの予算
から敷地内に
15本のＬＥＤ
式街灯を設置した。ＫＥＫ総務課では「 （街灯は）道に向けて建て、施設の周りも照らす仕組みにした。設置前と比べて危険 感じにくくなった」と話す。
12
年にも、地域住民からの要望を受け、更に
23本の街灯
を敷地内 設置した。
　
街灯の不足に対して、地
域自治会はどのように対応しているのだろうか。つくば市春日４丁目自治会の東條三郎会長（
66）に話を聞
いた。──周囲の暗さについてどう感じているか。　
筑波技術大学（つくば市
春日４丁目）前の通りが特に暗い。大きな交通事故こそ起きていないが、わいせつ事件が多発している。春日４丁目 は多くの学生や子どもがいて、防犯上危険なのは確かだ。暗ければ暗いほど犯罪が発生しやすので、新たな被害者が出ないか心配だ。──街灯はどのようにして設置しているか。　
自治会で暗い箇所を調
べ、市に街灯の要望書を出すことで対応 もらっている。街灯の 費用や電気料金も市の負担で、自治会からはお金を出していない。　
昨年わいせつ事件が発生
した筑波技術大学周辺の暗い箇所に対しても近く、要望書を出そうと思っている。──街灯の管理はどうしいるか。　
街灯の電球が切れたり、
センサーが故障した時には、自分たちの判断で業者を呼んで工事をしてもらっている。工事費用は自治会が一時的に立て替える 、年度末に一括し 市に費用を全額請求している。──街灯を要望す 上で、考えることは。　
防犯灯を設置すれば電気
代もかさむし、電球を定期的に交換する必要もあるあまり 街灯が多すぎる
と、市の財政を圧迫してしまうため、ある程度の考慮が必要だろう。──街灯設置以外に犯罪防止でできるこ は。　
地域住民の交流があれ
ば、情報を共有できる。住民が清掃などの地域活動に関心を持ってくれれば（地域住民の親交が深まり、防犯情報も共有でき ）治安も良くなる。　
ただ、自治会の加入率は
低いのが現状。特に学生はアパートなどに住んでいる場合が多く、ほとんど加入していない。卒業すればつくばを離れるかもしれないが、ここに る間は地域の一員。犯罪などの被害をくすために、学生にも協力してもらいたい。
」
街灯がないのは防犯上危険
剪せんてい
定の要望を求めたが、こ
の時は植え込みの剪定のみで、街灯の設置には至らなかった。■続く自助努力　
筑波大学によると、街灯
の設置を県や市に要望しても「予算の都合」や「緊急性が低い」ことなどから、設置はなかなか実現しない。そのため、筑波大では独自に大学付近を明るくする取り組みを続けている。　
３年前には、平塚線沿い
の歩道が暗いこと 受け、歩道のすぐ脇を通る学内の遊歩道２カ所を舗装し街灯を増設。学生が暗い平塚線沿いの歩道ではなく、明るい学内遊歩道を利用できるようにした。また
05年と
08
年にも、春日エリアの北大通り沿いの にあるに街灯をつけた。
12年には、
一の矢学生宿舎に通じる植物見本園沿いの歩道も整備したが、その際は、街灯の
明かりが植物の成長に影響を与える恐れもあり、歩道を拡張して街灯を取り付けたという。　
一方、街灯設置には予算
の制約があるため、学内に生い茂る樹木 伐採 、できるだけ明るさ 保とうとする取り組みも続けてる。また、 各宿舎周辺では、
学生宿舎管理事務所が定期的に見回りをして、街灯の光が木の枝で遮られていないかを確認。必要がある場合は施設部 樹木の伐採や剪定の要望 出しているという。■「県や市 協力必要」　
これらの自助努力にも関
わらず、 生から 「街灯
設置」の要望は絶えない。学生生活 問題を話し合うクラス連絡会や、２年に一度実施される「学生生活実態調査」で毎回、 「街灯 」の求めがあるほか、全 学類・専門学群代表者会議が企画したつくば市長との懇談会でも街灯に関す 質問があがった。　
これに対し、学生生活課
のある職員は「大学から１歩外へ出ると暗い、というのが現状だが、大学の周り（を明るくするために）は県や市 協力が必要になる」と指摘。 「市は大学周辺をもう少し明るくするべきだ。事件 事故を未然に防ぐために 真剣に対応してほしい」と話す。また、施設環境課では、 「現在のところ新たに街灯 設置する計画はない」と話す一方で、 「学内から要望があれば検討したい」 としている。
ＫＥＫが敷地内に独自に設置した街灯
北大通り沿いにつけられた街灯
筑波大学周辺の地図
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大学にはない魅力
市立図書館
松本果奈
渡辺夏海
今月のテーマ「図書館」
葦原瑞穂（ＰＮ）
氏家清和
安心のために情報公開を
冒険気分で図書館散歩
上野遼太郎（社学１年）
　
つくば市立中央図書館に
ついて大学の友人に話をすると、大抵の場合「どこにあるの？」 と聞かれる。 もっと知られていてもいいに、とよく思う。　
筑波大学の附属図書館に
はたくさんの本がある 附属図書館で十分だとい 人もいる。けれど市立図書館には、附属図書館と違った良さがある。レポートに使うような専門的な本はもちろん附属図書館の方が充実しているけれど、自由科目
（知識図書１年）
方向性見えぬ農業政策
として履修するような、他学類の授業を受けている時には、一般向けに書かれた市立図書館 本は、導入としてとても便利だ。そういった一般向けの本は、逆に附属図書館 置いていないことも多い。まず市立図書館の本を読んで概要をさらってから、附属図書館でもっと専門的な本む、という使い方ができるのは大学生の特権だと思う。　
他にも、一般小説ももち
ろんあるし、ＤＶＤやＣＤ、コミックも充実していて、余暇にも楽しめる。ＤＶＤやコミックは、私の地元の図書館にはほとんど置
かれていなかったから、初めて市立図書館に行った時には驚いて、カウンターに「これ、借りられるんですか？」と確かめに行ってしまった。ＤＶＤやコミックは、普通見ようとすると購入するか有料レンタル 、となってしまうので、今までは自分の好きなものしか見てこなか たけれど、市立図書館では無料で借りられるので、今まであまり触れることのなかったジャンルにも手を伸ばすようになって、いろいろ 人 話が弾むようになった。　
絵本や児童書が見られる
のもいい。知らな 本がくさん出て て驚いたり、昔から人気のあった本が今もよく借りられているのを見てうれしくなったりと、いろいろな楽しみがある。小学生の頃に好きだったシリーズの続きを見つけて、
読んでみたら懐かしくなって一作目からまとめて借りる、といったこともある。子ども用の科学の本や、外国語の本が充実しているのは、さすがつくばだなあ
思う。　
まだ市立図書館に行った
ことがない、という人がいたら、ぜひ一度足を運んでみてほしい。
足が遠のく附属図書館
　
減反政策―正確には生
産調整政策と言う―は、国がコメの生産量をコントロールする政策である。戦後、食生活が大きく変わり、コメの生産量が需要量を大きく上回る状況が常態化する中で、需給ギャップを調整する目的で１９７１年に本格導入された。　
以降、減反政策は、主
食米以外への転作奨励に
加えて、国の生産計画に参加しない場合には補助事業採択上のペナルティを課すことにより実質的義務として実施されてきたが、２０１０年 はナルティが廃され、生産者による選択制に代わった。現在でも１割強の生産者は減反に参加していない。　
現行の減反政策では、
大きく二つの方法がとられている。一つは、麦や大豆、飼料米や米粉など転作作物に対する助成であり、平成
25年度では
２５１７億円が財政から
支出されている。もう一つはペナルティの廃止に代わり導入 た、減反参加者の主食米生産に対する直接助成であり、これが同年度で１６１３億円の規模である。　
さて、来年度導入され
る政策では、減反参加者への直接助成分を半減、５年後には全廃し 国による生産可能数量 配分をやめ 。こ ことをもって減反廃止とされている。ただし、そ 一方で、転作作物には引き続き補助金が支払われ 特に飼料米の生産には現行よりも手厚い補助がなされる。加えて、農地維持に対する直接支払制度や収入保険も創設される。農水省は、新しい政策も農村の所得は減少しな
いと与党に説明している。　
減反廃止と言うと非常
にドラスティック 聞こえるが、実は言うほどではない。生産調整の具体的手法のうち 参加不参加自体に対す ペナルティあるいはメリット措置をやめて、財政規模がより大きい転作奨励策一本化するということである。一面では、民主党政権以前の農政への回帰ともとらえられよう。結局、国が政策的に生産量をコントロールしていく基本図式はこれまでと変わらず、減反廃止を巡る今般の議論は言葉にやや踊らされているように見える。　
ところで、これらの議
論に関連して、コメ生産を自由化すれば、不効率な小規模生産者の退出につながり、生産構造が効
率化するという主張もしばしば見られるが、実態はそれほど単純ではない。価格下落に対す 耐性は、農業以外の収入がある小規模兼業農家の方が実は強 小規模生産者に退出を促し大規模生産者を育成す ためには、大規模生産者への選別的な支援も必要になる。今後 政策 具体化する過程においては、この点に注目するべきであろう。　
近年は「猫の目農政」
ともしばしば揶揄されほど、農政の方向性が頻繁に変わる。農政自体が営農リスクとなり投資意欲がそがれてしまうような状況も出ている。日本の農業を強くするためには、まずは農政の安定が急務と言える。
（生環系・
助教）
減反
　
図書館。この単語を聞く
だけで幸せになってくる。私の大好きな本がたくさんある、とても素敵な場所である。 が中学生の時にこの筑波大学に通いたいと考えるようになったの 、たくさん 大きな図書館があるから、とい ことが大きかった。小・中学生の時は地域のもの 学校のものを問わず毎週のように通い詰めていて、学校 中で一
番好きな場所だった　
しかしその後、学校の図
書館はあまり好きではなくなった。行くのは先生か課題のために読めと言われた本を探す場合くらいで、高校の時などは図書館に行った記憶も いほどだ。時間が空いたから学校の図書館に こう、とはならないのである。どうしてだろうか？　
今、図書館についての
授業を受けて、公共図書館、学校図書館 大学図書館……といった種類によって目的が異なることを知った。公共図書館は不特定多数の一般 衆の利用に供
し、学校図書館は生涯学習の基盤となる読書の習慣をつけさせ 大学 研究のための資料を提供するのだ。 まり、高校や大学になると図書館は勉強のためのも 、という側面が強くなるのである。 なるほど、これでは自信を持って勉強嫌いだと言える（大学生が言って て情けなくが）私は足が遠のくはずである。だが、せっかく筑波大に通っているの から附属図書館をもっと利用しくてはもったいな 。そには授業をただ聞いて暗記するのではなく、も と講義内容 ついて考え、もっと学びたい、知りたいと思えるようになれば いのだろう。……そんなことを思いながらも、私はやっぱ毎日附属図書館を横目に大好きな部活への道を急ぐのである。
　
時間がある時、附属中央
図書館の３階をよく歩いて、背表紙の文字を眺める。自分の研究分野から考えれば４階を歩くべきなのだが、あそこで見かける文字は堅苦しく 気難しい印象を受ける。２階だと並ぶ本の背表紙 狭いから、歩きながら眺めるには文字が小さい。５階は気になった本を開いても数式が使わていて理解できない。やはり、疲れて癒しが欲しい時は３階に限る。　
以前、高校時代の同窓生
に澁澤龍彦の本を薦められたことがある。そんな名前は聞いたことがなかった。
探してみると、目立 ない場所にある大きな棚の一つの、最下段にあった。こうやって探されなければ 誰の手にも取られそうにない位置だ。その本の内容は刺激的すぎるのでここ 書く訳にはいかないが ともかく、その本は全くもって未知だった世界を見せてくれた。この本を読んだ時、図書館にた さん本があることの意味が少し分かった気がして、改めてこの図書館の大きさをうれしく思た。　
普通に考えて、本には著
者の世界観が反映されていて、そこに書かれた主張を著者は正しいと思っている。当然だ。そうでないと本を書く意味がない。 だ 、時々そのことを改めて考える。一人の人間が 自らの
生い立ちと数十年 研究や体験を経て形成した世界観を、必死で周りの人間に理解してもらおうとした結果として、本ができる。過去の偉人の本に関して言えば、 が死ぬまで正しいと信じた主張がそこに書てある。数百年、数千年もそうやって本が書かれてきた。それを
20年ほどしか生
きていない自分が手に取ることができる。自分の前に
は今、自分一人の人生ではどうやっても手に入れられないような 無限の可能性が広がっている はないか。　
そんな楽観的なことを考
えながら背表紙を眺めているうちに、図書館での散歩が癖になった。実際に読める本は少ない 学校生活に暇を見つけられ 、冒険気分で何冊か読んでやろうと思っている。
　
昨年末、国内の会社が
製造した冷凍食品から農薬が検出され、嘔吐や下痢を訴える人が続出した。この問題が発生する少し前、特定秘密保護法案が成立し、いまだになお、その是非を巡り議論が続いてもいる 冷凍食品からの農薬検出と法案の成立。一見、無関係のように見えるが ２つの事象には、実は同じ教訓
があると思う。情報公開の重要性である。　
私事になるが、年明け
に旅先 旅館で、吐き気や下痢などの症状に見舞われた。同行した家族も次々と同様の症状を訴えた。慌てて病院に駆け込み、原因を医師 尋ねたが、医師は明確な結論を出さないまま。 そこで 「宿泊先の旅館の料理が怪しいのではないか」と思い始めた。いったんそう考えると疑心暗鬼と りそれ以降、その旅館で出された食事には箸をつけられなかった。
　
幸い家族ともどもすぐ
に回復したが、ここで考えたのが農薬検出問題の経緯だった。今回の問題では、会社側が消費者から最初の苦情を受けて、製品の自主回収 始めるまでは一カ月半もの時間
がかかっている。最初の苦情以降、会社側に調査期間が必要だ たのは間違いないだろう。だが、公表までの時間は長すぎたのではないだろうか。　
公表までの期間を長引
かせた結果、消費者に生
まれたのは疑心暗鬼だ。消費者の「被害」の訴えの中には、調査の結果、製品との因果関係が不明なものや、全く無関係なケースもあった。 「公表が遅れた」というニュースを耳にすれば会社への信頼が大きく揺らぐのは当然だ。この会社は信用できない、そう思う消費者が、その会社の製品を再び手にするまで長い年月がかかるのは間違いない。たとえ無害であることを詳細に説明しても、だ。　
ここで問われているの
は一にも二にも情報公開の在り方 もし会社側に「企業の透明性」を重視する発想があり、早急に問題が公表されていれ
ば、消費者は余計な不信感を抱かずに済んだ。そして、その場合の企業のダメージは今よりはるかに少なかったはずだ。　
情報公開から生まれる
安心は、何も食の安全に限られてはい い。　
特定秘密保護法は日本
の安全保障に関する情報を「特別な秘密」として指定し、守るものだ。国家の安全 ためにどうしても公表できない情報があるのは分かる。だが、法案の成立過程 は 法の細部について政府の答弁があいまいなことが多かった。ここでは詳細に触れない 、 「特定秘密」の指定の是非をチェックすべき第三者機関についても、その内容が不透明
なままだ。　「なんだか知らないけれど、この国には自分の知らない重大な秘密があり、その制定方法もあいまいだ」という事実は、皮膚感覚として私たちに大きな不安 疑心暗鬼を抱かせる。それは農薬が混入した食品が秘密にされている場合と同じ 。　情報公開、いやもっと
簡単に言えば、 「知ること」 「知らせること」が安心を生み出す、単純で重要なファクターであことは間違いない。
（元
筑波大学新聞編集長・人文学類４年、イラスト＝島田文、芸術専門学群３年）
付けがあるように装っている）に無駄金を使わなくて済む。もちろん研究だって、 よりスマートに、よりエレガント 、よりスピーディーに進めることができるようになるしかしもっと大事なこと
は、身の回りで日々 目にする何気ないことの中にある「面白さ」に気が付き、感動できることだと思う。理系科目を学習することで得られる「なかなか気が付かいような面白さに気が付く」
能力は人生を豊かに楽しくすること間違いない。　
今回紹介する本「波
紋と螺
らせん
旋とフィボナッ
チ」は、生き物の形、模様がどのようにできるのかを説明している本である。亀は堅い甲羅を持っているのに、 うやって
きなくても大丈夫」という話ではない。生物・農学系に数学、物理、化学が不要なわけが そもそも「理系科目」というものは、中 は使わい知識 あるし、知らなくとも何とかな こともあるのだが、知っていれば良いことは日常生活でも多々あるのである。例えば食品添加物や放射性物質など、知らないと 「 （感覚的に）何となく怖い」ということも、知って れば「本当に怖いもの」と「心配する程のことはないもの」を区別できるようになる。区別できるように れば、恐怖心をあお 発言も冷静に判断で るし、 「安全」という科学的裏付けもなく「安心」 アピールする商品（大抵は科学的裏
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院生の作品が多数出展彫刻や絵画などが並ぶ第
10回ＤＣ展
アカペラを披露する団員
　
アカペラサークル「Ｄо
о
- ｗоｐ」のウインター
涙する観客の姿も
３年生 最後の舞台
ノバホールで行われた定期演奏会
アートを通じて患者と交流
　
理系でありながら数
学、物理、化学が苦手な人が多くいるのが生物・農学系である。かく言う農学部卒の私も学部時代に物理の選択必修単位「波動」を一つ落としたため、とある研究所の就職最終面接で当時の研究所所長（日本物理界の重鎮の先生だった）に、 「君は物理が苦手かね？」とチクリと言われ 。 生 ・化学系の研究室への就職面接だったので完全に盲点だったのだが、今考えても冷や汗ものである。　
その私が現在、大学教
員をし いる。 「だから物理（数学、化学）がで
臼井健郎
大きくなるのか？巻貝の巻き方に理由がある？シマウマや熱帯魚の模様はどのようにできる？どれも実は単純な法則、数式で説明できることが読むと分かる。目からうろこが落ち「なるほど！」膝を打ちたくなる内容である。生き物の形に 数学が隠れている。単純な法則、数式 見て「美しい！」と思うのは物理専売特許ではない だ。身近に る生き物の 「形」を見て、ぜひ感動してほしい。なお、気さくな文体で書かれ いてほとんど数式も出てこな ので、文系の方でも安心して読める。　
ちなみに生き物の縞模
様ができるのは波動で説明できるという。私が大学時代に落とした単位も「波動」 。しまった…ちゃんと勉強しておけば、もっ 早く気 付いた （か 知れない） のに。（秀潤社）　　　
（生環系・准教授）
病院内に展示された学生の作品
ライブが昨年
12月
28日、つ
くばカピオ （つくば市竹園）
数式から見る生き物の形
波紋と螺
ら せ ん
旋とフィボナッチ
　近藤滋著
で開催され、約１８０人の観客が団員の歌声に耳を傾けた。　
今回の公演のテーマは
「あたたかい冬の音色」 。団員らは赤色や橙色など暖かみを感じさせる電飾・パンフレットや、舞台上にテーブルとティーセットを置いて家庭的な雰囲気を作り観客をもてなした。サークル内のオーディションで選ばれた５グループが舞台に上がり、歌声 披露した。　
アカペラは楽器による伴
奏がない、声だけで構成される合唱形態。今回のライブではフィンランドや日本などさまざま ジャンル曲が歌わ た。観客は盛り
上がる曲には手拍子をし、しっとりとした曲には目を閉じて耳をすませるなどしてライブを楽しんだ。　
曲の合間にコントを挟ん
で観客を笑わせるグループもあり、歌以外の趣向 凝らした演出にも、会場は大いに盛り上がった。　
来場した林奈々美さん
（生物１年）と大川奈都美さん（同１年）は、 「最初の曲から引き込まれ 暖かみのある音楽に最後まで聞き入ってしまった」と話た。　
この公演のプロデュー
サーを務めた國分佳央里さん（数学２年）は「準備では大変なことがたくさんあったが、ライブが大成功に終わり、今はその苦労を忘れてしまうくらいうれしい」と語った。
（
12面に関
連写真）
　
筑波大学混声合唱団第
38
回定期演奏会が昨年
12月
15
日、ノバホール（つくば市吾妻）で行われた。会場には開場前から多くの人 集まり、団員の美しい歌声に耳を傾けた。　
演奏会は筑波大の学生歌
「常陸野の」から始まった。前半のステージでは谷川俊太郎作詩の「生きる」など代表的な合唱曲を披露。曲
さまざまな曲を披露約１８０人が耳を傾ける
アカペラサークルＤｏｏ
- ｗｏｐウインターライブ
巨大な作品に見入る来場者
ごとに声の出し方や表現に変化をつけ、臨場感あふれる舞台を作り出した。　
後半のステージではラテ
ン語のアカペラ曲などが披露され、ホールは荘厳な雰囲気に包まれた。アンコールでは同演奏会で引退する３年生が泣き出す姿も見られ、観客の涙を誘った。
　
会場を訪れた同団の卒業
生は「素晴らしい演奏会だった。 声に一体感があり、曲の良さを最大限に引き出していた」 と感想を語った。団長の山室由美子さん（人文３年）は「引退まであっという間だった。多くの人に演奏を楽しんで だけてうれし 」と話し
学芸
■『サービスサイエンスことはじめ―数理モデルとデータ分析によるイノベーション』 （高木英明
　
編著）
　
工業製品のものづくりか
ら、 サービスの 「ことづくり」 に転換している今日のサービス産業で、生産性向上 イノベーションをリードするのがサービスサイエンスである。本書では、サービスシステムにおける顧客と従業員の満足度評価などの基礎となる、数理モデルとデータ分析の方法を応用例と共に独習できる。編者は筑波大システム情報系長。Ａ５版 並製、約３５０頁。価格は未定。■『Ｃｌｉｍａｔｅ
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本書は同出版会既
刊の『気候システム論―グローバルモンスーンから読み解く気候変動―』の英文版。一部の図版 参考文献には最新情報を用いている。最新の地球温暖化予測とその解釈などをデータを交えて詳説す 執筆者は筑波大 命環境系教授。 Ａ５版変形、 上製、 約２４０頁。 価格は未定。
混声合唱団第 38回定期演奏会
　
筑波大学大学院人間総合
科学研究科芸術専攻博士後期課程の学生の作品を展示する「第
10回ＤＣ展」が昨
年
12月
25日から今年１月５
日にかけて茨城県つくば美術館（つくば市吾妻）で開催された。会場には地域の住民や筑波大の関係者が訪れた。　
同展は、学生の研究成果
を公開する取り組みの一環と て２００４年から開催
されている。今回は、同専攻の学生
15人が出品した全
46作品を展示。広々とした
会場には、彫刻や絵画、書など多様な作品が陳列された。学生の中には、個展を開くなど日ごろから作家として活動している者もお来場者は完成度の高い作品をじっ りと鑑賞していた。　
会場に作品を出品した佐
藤学さん （芸術３年） 「普
段は美術に関わる機会が少ない人にも感想を聞ける良い機会だ」 と話した。また、つくば市内から訪れた女性は「一度に ろいろな作品
が見られるのが良い。若さゆえの葛藤から生まれる迫力が表現されているように感じた」と語った。
　
筑波大学芸術専門学群と
筑波大学附属病院が協働で行ってきた企画「病院アート」の展覧会「けやきから生まれるいのちⅡ―病院の
アートの芽」が昨年
12月か
ら５月
30日まで附属病院け
やき棟で開かれている。　「病院アート」は入院患者やその家族が快適に過ご
せる空間作りを目指そうと２００５年に発足。同学群の学生による作品展示、患者対象のワークショップなどを企画してい 。今回の
展覧会では学生による写真や書道などの他、過去の活動記録も展示されている。　
活動記録では、小中大地
さん （平成
22年度芸術修了）
が
09年に行った企画「ゴブ
リン博士の病院ゴブリン」の際の写真も展示された。「ゴブリン」は「いたずら好きの妖精」という意味の言葉で、この企画では小中さん扮
ふん
する 「ゴブリン博士」
が、病院内 身 周りのモノを擬人化した小さな人形（ゴブリン）を制作。そこを通り かった患者ら院内の人々とのコミュニケーションを図った。　
小中さんは「病院ゴブリ
ン」をきっかけに「人と一対一で向き合う とに喜びを感じた と話し、今後も病院アートの活動に意欲みせた。また「自分がも
を作ることで誰かに何かを感じてもらいたい。患者さんにとって病院外の人と関わることは大きな刺激になると思う」 とも話している
　
同病院では１月
29日、け
やき棟１階のけやきプラザでシンポジウム「病院のアートを育てるために」も予定されている。
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二学期制移行や新たな成績評価方法の導入。自転車・バイク登録制度の発足や
学園祭日の変更……。今年度は筑波大学にとって新たな試みの多い一年だった。開学
40周年に筑波大はどのように変わったのかだろうか。 「激動の一年」を振り
返ると共に、来年度以降の筑波大の動向を探った。
（望月麗＝比較文化学類、新
田萌夏、林健太郎＝社会学類、添島香苗＝生物 類）
　
昨年
10月１日から、学内
で自転車・バイクを利用する全ての学生・職員を対象
「国際性の日常化」を目指す
　
昨年４月１日に筑波大学
の新学長として永田恭介教
授（医学医療系）が就任した。任期は２年間。 「国際性の日常化」を旗印に、永田学長は「地球規模課題の解決に向けた知の創造と、これを牽引するグローバル
人材育成」の推進を進めている。　
昨年
10月１日の開学
40＋
１０１周年記念式典には江崎玲於奈元学長など著名人の招待客や、学内関係者ら約７５０人が参加。これまでの筑波大の活動を 外に広報する機会ともなった。また併せて開催したＴｓｕｋｕｂａ
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Ｗｅ
ｅｋは、ヒューマンバイオロジープログラムと医学医療系が主催したセミナで、化学や生命科学の観点から筑波大のグローバル人材育成に大きな影響を与えた。　
２０２０年の東京五輪開
催について永田学長は、体育、スポーツ医学、障害科
　
開学以来初めて導入され
た二学期制。その現状を佐
藤忍教育企画室長（生環系・教授） 、教育推進課の関瑞穂副課長に聞いた。　
関副課長は「二
学期制導入による大きな混乱はなく、思いのほか円滑に進めることができた」と話す。全学群で同時に二
移行へ混乱なく
学などの分野で筑波大も貢献していくことを表明。また筑波大の国際化を目指し、来年度、文部科学省が公募する「スーパーグローバル大学」への準備を進めていくともしている。今年度から発足した留学支援どを行うグローバル・コモンズ機構について 、来年度４月１日 国際部や学生セ ターなどと再構成を予定しており、 「国際性の日常化」を目指していくという。
学期制度を導入することは大規模な改革だったが、新たな学年暦は順調に浸透しているようだ。　
二学期制の課題は春Ｃモ
ジュールの扱い方 同モジュールは学群・学類によって扱い方が異 り、学生の留学を奨励する期間として授業がほとんどない学群・学類もあれば、他のモジュールと同様に通常授業を開設している学群・学類もある。佐藤室長は「春Ｃモジュールは留学や集中講義の充実 図る期間として有効活用でき 」と話おり、そ 扱い方につい
そのうち、学生の登録台数は約１万１０００台だ。学生総数が約１万６０００人であることを考えると、登録学生は「予想より多い」（学生生活課・土子昇専門員）という。制度導入前は学生などへの周知が不十分であることが問題視されていたが、登録は順調だと言えそうだ。
　
現在、学生生活課の職員
らが毎日二人体制で学内を巡回。迷惑駐輪を発見するとＩＣタグを読み込み、当事者を把握する。未登録の自転車・バイクにはステッカーを貼って警告する一方、タグが破損していた場合もステッカーで知らせ、現在は無償で交換している。来年度からは迷惑駐
　
平成
20年度に始まった筑
波キャンパス内の建物の耐震工事が、今年度も進んでいる。この影響で２Ｂ棟１階及び２階の工事に伴い、第二食堂が閉鎖された件は学生らの記憶に新しい。　
文部科学省は、同年より
「国立大学法人等施設整備関係予算」を組み、全国の国立大学の建物の耐震化を進めてきた。筑波大学 場
に、自転車・バイク登録制度が導入された。筑波大学では開学以来、自転車の駐輪マナーが問題となってきたが、この制度の導入によりどん変化があったのだろうか。　
制度導入に先立
ち、学生や職員は昨年９月
30日まで
に大学に所有する自転車・バイクの登録を行い、ＩＣタグを受けとる必要があった。昨年
12月中旬時点
で、登録台数は約１万３５００ 。
合、耐震工事で各棟が立ち入り禁止となり、教員らの研究室が移動されたり、授業の教室が変更されたが、今のところ学内の施設利用に関する苦情はほぼないという。　
現在、筑波大の耐震化工
事で主に進むのは、鉄筋の支柱で建物を補強 工事だ。東日本大震災で中央体育館以外は各 に大きな損傷が出ていないためで、この工事と共に、教室の間取りの変更や空調の整備を行い、より使いやすく美し
い校舎にリフォームすることも進行中だ。一方、地震
震工事が続く。来年度は２Ｂ棟の３階と４階や人文・社会学系棟の残りの棟などで工事が行われる予定だ。
また、医学エリアに「国
際統合睡眠医科学研究棟」が、春日エリアには「高細精医療イノベーション 」がそれぞれ建設される。環境に配慮した大学を目指すため太陽光発電も徐々に取り入れる予定で、今年度は本部棟や５Ｃ棟の屋上に太陽光パネルを設置した。施設部の松崎憲隆部長は「施設の利用で（学生など ）不便をかけるが、将来的より良い大学施設にするために、協力してほしい」と話している。
で大きな損傷を受けた中央体育館は建て替え工事が昨
年８月に完了した。　
筑波大では今後３年は耐
耐震化工事
 今後３年続く
耐震工事が行われている人文・社会学系棟
昨年の記者会見で決意表明を語る永田学長
自転車の迷惑駐輪が後を絶たない３Ａ棟前
登録は順調、マナーがカギ握る
新学長就任
施設整備
二学期制
自転車
  バイク
・
は今後、学内での更なる議論が必要になるかもしれない。　
二学期制の導入で、学内
行事の日程にも変更があった。今年度の学園祭は 例年の
10月初旬より１カ月遅
い
11月初旬の開催となり、
開催期間も３日間から２日半（前夜祭を含む）に短縮された。　
学園祭実行委員ＯＢの清
水昇さん （心理２ ） は 「日頃から綿密な話し合いを重ねていたため、日程変更による大きな混乱はなかった」と話した。
車となった自転車やバイクの撤去も検討されているが「まずは未登録者への対応が重要」 （同）という。　
ＩＣタグは今後、当事者
の負担 増える一方で、値上げの可能性も高い。在学生は昨年の制度開始までに登録すれば、ＩＣタグが無料で発行されたが、それ以降の登録や来年度以降の新入生の登録には１０００円が必要だ。大学側 平成
27
年度にもＩＣタグの値を検討しているが、 これは、同年度から登録制度への国からの補助金 打ち切られるためで、値上げ分は、学内の駐輪状況 見回る職員らの人件費に充てられる予定だ。　
駐輪マナーが悪い学生が
多いと、巡回や自転車撤去などのために人件費が多くかかり、 値上げ額も上 る。同制度の今後は 学生の駐輪マナーがカギを握っている。
登録制度
撮影地＝平砂学生宿舎
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２０１１年３月
11日に
発生した東北地方太平洋沖地震について、プレート（岩板）境界にある滑りやすい粘土層が地震の規模を拡大させてい ことを筑波大学の氏家恒太郎准教授（生環系）らの研究グループが突き止めた。１万９０００人以上の死者行方不明者を出した大地震のメカニズムは、これまで不明な点が多かっ が、同准教授らの研究結果はその解明に貢献するものとして注目されている。この研究成果は昨年
12月６日、米国
の科学雑誌「Ｓｃｉｅｎｃｅ」に掲載された
　
つくばでの生活は、大
きな「夢」の入口でした。　
私は芸術専門学群に在
籍中の３年生の時に、漫画家としてデビューしました。当時は大学をやめて漫画１本に絞るかどうか迷ったのですが、せっかく入った筑波大学を卒業したいという思いもあ
り、 結果「どちらもやる」という決断をしました。　
しかし授業に出ながら
制作もして 漫画も描くというのは想像以上に大変で、特に４年生になってからは卒業制作、 論文、展覧会なども重なり毎日ふらふらになりながら過ごしていました。東京とつくばを往復する高速バスの中で眠る１～２時間が、貴重な睡眠時間でした。　
漫画家になってから
も、しばらくはただ目の前のことに全力で取り組
すえのぶけいこ
　「プレート境界地震」は、海側のプレートの沈み込みに伴って陸側のプレートが引きずりこまれることでたまったひずみが限界に達し、陸側のプレートが元に戻ろうとする際に起こる。従来 地震で大きくずれ のは、プレート境界深部であると考えられてきた。　一方でプレート境界浅
部は柔らかい堆積物で構成されているため、ひずみをためこみにく と考えられていた。だが、今回の大地震ではプレート境界の深部だけでなく浅部でも約
50㍍に渡
る大規模な滑りが起こ
り、巨大津波が発生したことが観測されていた。　
氏家准教授らの研究グ
ループは、このメカニズムを解明するため、世界最大級の掘削探査船「ちきゅう」 ＝
　
＝を用いて、
一昨年４月から２カ月に渡って宮城県沖約２２０㌔の日本海溝付近の海底を掘削し、プレート境界浅部（水深約６９００㍍、海底面下約８２０㍍）から断層試料を採取することに成功した。　
試料を分析した結果、
大地震で大規模な滑りが起きたプレート境界浅部の断層にはスメクタイトと呼ばれる水を通しにく
く、滑りやすい粘土鉱物が約８割も含まれていることが分かった。　
氏家准教授らは更に、
プレート境界浅部の試料を用いて地震時の滑りを再現する実験を行った。その結果、スメクタイト層中に含まれ 水分が地震時の高速滑りによる摩擦熱によって膨張することで水圧が上昇。断層を上から抑えつける力が減少することで、滑りやすくさせたことも明らかにした。 同研究グループは、これら２つの要因でプレート境界浅部が大きく滑り、巨大津波が起こったと結論づけた。
　
氏家准教授らは将来的
に大地震が予想されている南海トラフなどでも、地震性滑りメカニズムを調べていく予定だという。
（平嶋健人＝社会学
類２年）　
地球深部探査船ちきゅ
う＝独立行政法人海洋研
大規模地震のメカニズム解明3.11大地震
究開発機構が運用する掘削探査船。世界最高の掘削能力を持ち、深い海底下の試料を採取できる。全長２１０㍍で、最大搭乗人数２００人２００７年から運用開始。
漫画家
さん
プレート境界 粘土層が原因
やり ことに挑戦して
鑑
筑
波
図
　
かわいらしいテントウム
シで、見つけるとうれしくなる。成虫の模様にはバリエーションがあり、例えば写真の７匹のテントウムシのうち、１匹は周りと全く
違う模様だが、同じナミテントウである。寒くなると電柱や建物などに集まり、写真のように皆で一緒に冬を越すが、しばしばそれは大集団となる。春 れば害虫のアブラムシを食べてくれるので、園芸を っているとありがたい虫だ（写真・文＝今田創、比文１年、野生動物研究会）
むことだけで精一杯でした。初めての連載では描きたいことに自分の技術が追いつかず、本当にこれでいいのか、伝わっているのだろうかと、迷いと不安でいっぱいの日々でした。も 凄 スピー
ＧＰＡ制度
すえのぶさんの作品「ＨＯＰＥ」
相対評価との誤解も
「ちきゅう」の掘削調査
ドのジェットコースターから振り落とされないように、必死でしがみついているような状態が続きました。
　
そんな中「ライフ」と
いう作品を描いている時に読者の方から「あなたの漫画を読み、励まされました。生きようと思ました」というお手紙頂き、思わず涙がこぼれました。がむ ゃらに
やってきた自分の作品を見てくれる人がいる。漫画を通じ自分と読者の方との想いがつながった瞬
間でした。一人じゃないんだよと言ってもらえたような気が ました。　
私の大学時代を支えて
くれたのは、ずっとあこがれであった「漫画家になりたい」 「大学で美術を学び とい 夢へ
の熱い気持ちだったのではないかな、 と思います。　
今、学生である皆さん
には、全力で頑張ることを格好悪いことだと思わずに、やってみた ことがあればどんどん挑戦してみてほしいです。どんなに時間がかかったとしても、 何かに打ち込 だ、やりきった経験は、今後も自分を奮い立たせてくれると思います。　
現在連載中の「ＨＯＰ
Ｅ」という作品は、漫画家を目指す少女の物語です。つくばで夢を抱いいたころの気持ちを忘れずに、誰かの「希望」になれるような、そんな漫画を描けたらいいなと思っています。いつきっと、想いは届くと信じて。
（平成
12年度芸術
専門学群卒業）
　
筑波大学がＧＰＡ（Ｇｒ
ａｄｅ
　
Ｐｏｉｎｔ
　
Ａｖ
ｅｒａｇｅ）制度を導入してから約
10カ月。ＧＰＡは
Ａ＋、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの成績を上位 ４、 ３ ２、 １、０ポイントのＧＰ（Ｇｒａｄｅ
　
Ｐｏｉｎｔ）で評価
し全科目の平均点を出す成績評価方法。導入の狙いは、学生が自分 学習到達度を理解するためにある。学類ごとのＧＰＡの平均も開示されるため、学生が自分の成績を客観的に理解できる。またこ に従い生がより良い成績に向け、学習時間を増やす とが期
待される。ＧＰＡ制度を担当する佐藤忍教育企画室長（生環系・教授）と教育推進課の関瑞穂副課長に話を
聞いた。　「ＧＰＡ制度の周知がまだ不十分で、学生や教員らが成績評価方法を誤解して
いるケースがあるようだ」と関副課長は話す。　
今年度から成績評価の厳
格化を更に推進するため、各学群長及び共通科目等運営部会長が「成績評価分布の目標」を定めた。これはＡ＋やＡに占める受講生の割合の目安を示したもの。教員はこ 分布目標を考慮した上で、学生へレポートやテストを課し、成績の評価をする。　
しかし基準となる点数、
例えばＡと評価される
80点
をとったとしても、成績評価分布の目標の割合内に入っていない場合はＡ評価をもらえない、与えられないと誤解し る学生や教職員が数多く存在すると思われる。　「学生や教職員らに相対評価との誤解 広がっている。ＧＰＡは相対評価では
なく、成績評価分布が目標値に近づくように『教員が達成目標や課題を設定する』のが趣旨。今後、 学群・学類オリエンテーションや関係会議などで分かりやすく説明していきたい」と佐藤室長は話した。　
また他学群・学類の授業
を受講した場合、その分野を専攻する学生に比べ成績評価が低くなり、ＧＰＡが下がる可能性が懸念されているが、他学群・学類の科目（関連科目（自由科目） ）をＧＰＡの対象に含むか外すかは、今後も各学群長・各学類長に判断を任せるという。　
ＧＰＡによる成績の数値
化は今年度の新入生から適される。だが今年度のはじめには、４月から全面更新された本学の情報システムの一つ「新ＴＷＩＮＳ」
経由で成績証明書を申請した学生らに、本来なら記載されないはずのＧＰＡ数値付きの証明書が多数発行されていた。システム運用開始に伴う不具合だが、学群４年生の一部はこの証明書を就職活動などで企業に送付。事実に気付いた大学側は、企業などからそれを回収したという。教育推進課は誤記載の原因をＧＰＡ実施に向けたテストデータが新ＴＷＩＮＳに残ってしまったと説明。現在はこれらの不具合を修正しており、混乱は起きていないとしている。　
大学院へのＧＰＡ制度導
入につい 佐藤室長は「現段階では白紙であるが、学群での実施結果を見極め、将来的には検討 た 」と話した。
　
今年度行われた改革のう
ち、最も大きな影響力をもったのは「二学期制」への移行だろう。移行に伴う問題は生じなかったが、筑波大独自の「実質六学期制」はまだ活用法を模索している段階だ。特に春Ｃモジュールなどは今年度の現状を踏まえ、来年度以降は、学生の有意義な大学生活につながることに期待したい。　
ＧＰＡ制度は、学生だけ
でなく教員らも成績評価方法を誤解する事例があるという。ＧＰＡを理解する上で、成績評価分布はあくまで目安であること、成績の数値化は平
25年度入学生
より適応されることを把握
する必要がある。来年度を迎える前に、改めて学生や教員に説明会で周知する必要がありそうだ。　
自転車・バイク登録制度
の登録は順調だとされるが、迷惑駐輪は今も学内で見かけられる。学内の全ての自転車 が求められているが、まずは制度を通して学生らが自 の駐輪マナーを省み ことが重要ではないだろうか。ＩＣタグの値上げも検討されているので、未登録の学生は早急に各支援室で登録手続きをしてほしい。　
耐震工事などの施設整備
も今後３年は続く見通し。建物工事に伴う立ち入り禁止期間や利用制限があるので、学生や教職員はこまめに掲示物を注意する必要ある。
（望月麗＝比較文化
学類２年）
視点
ＧＰＡ制度について説明する佐藤室長
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昨年の東日本インカレ
で４位入賞を果たすなど、躍進が続く筑波大学女子バレー部で、１年生ながらセッターを務める選手がいる。高校時代はキャプテンとして神奈川県川崎市立橘高校をインターハイ優勝まで導いた塚田しおり（体専１年）だ。　
バレーを始めたのは母
親の影響 ０才の頃から母のプレーするママさんバレーを見ていたという。小学生になると地域のクラブチ ム 所属し、彼女のプレーや身長を見た監督からセッターに指名された。セッタ
はスパイクを決めるアタッカーにトスを上げる攻撃の要。味方や相手の動きを把握してゲームコントロールする司令塔で、リーダーシ プも求められる。　
中学、高校ではキャプ
テンを務め、練習の雰囲気づくりや声掛けも率先して行った。転機は高校
２年生の時。インターハイでフルセットでデュースが続く白熱の試合の末、 負けてしまった だ。悔しかった。だがこ 悔しさをバネに、３時は念願の優勝を果たた。 「勝つことが楽しいからバレーをしている。最後のインターハイでは勝ちにこだわった」 。
　
筑波大を選んだのは、
女子バレー部の中西康己監督（体育系・准教授）に声をかけてもらったから。強豪・青山学院大学に進学したい気持ちもあっ が「強いチーム
に行くよりも、自分を必要としてくれるチームで戦いたい」と考えたという。　
昨年度の
関東大学バレーボールリーグ戦では、春季リーグこそベンチで先輩のプレ
１年生ながらセッターを務める
（体専１年）
必要とされる存在目指し
男女共にベスト
16
早稲田大に敗北
 ２連覇逃す
全日本インカレ　大学バレーボールの日本
一を決める全日本インカレが昨年
12月２―８日に、大
田区総合体育館（東京都大田区）などで行われた。筑波大学は、 優勝を果たした男子が４回戦 早稲田大学と対戦。接戦を落とし、２年連続の日本一を逸した。女子は３回戦で敗退
し、男女共にベスト
16にと
どまった。　
男子は２回戦から出場
し、初戦、続く３回戦と快勝。４回戦に駒を進めた。　
４回戦では今大会で優勝
した早稲田大と対戦。第１セットを
20―
25で奪われる
と、第２セットからは「相手のサーブに崩されないように」 （秋山央監督＝体育系・助教） とフォーメーショ
男子
提供＝男子バレー部
ンなどを変更。すると、第２セットを
25―
15と大差を
つけて取り返し、第３セットも
25―
21で逆転する。だ
が第４セットを落と て迎えた最終セットでは、エース出
できた
耒田敬（体専４年）が
足をつるアクシデン に見舞われた。出耒田はその後本来のプレーはできず、早稲田大に反撃を許して敗北した。
　
第
62回全日本大学サッ
カー選手権大会 （インカレ）が昨年
12月
14日─
25日に江
東区夢の島競技場（東京都江東区）などで行われた。関東地 代表として出 した筑波大学は２回戦で東海リーグ１位の 海学園大学に０─１で惜敗。下馬評は高かったものの、ベスト
16
で敗退した。　
東海学園大戦で筑波大は
長所であるパスサッカーを展開した。
　
筑波大は前半から果敢に
ゴール前に攻め込む。前半
26分、９本のパスを素早く
つなぎ、ゴール前でパスを受けたＤＦ車屋紳太郎（同３年）が相手ＧＫをかわしシュートするが 相手ＤＦの好ブロックに防がれチャンスをものにできず、前半を０─０で折り返 。　
だが後半４分、東海学園
大にパスでゴール前 ボールを運ばれると、そこからシュートを打たれて先制を許し、その後再三の好機を生かせず敗退した。
決勝戦は惜敗
今後の活躍に期待
初の準優勝果たす
第
22回全日本大学女子サッカー選手権大会
観戦記
　「筑波大学は本当に粘り強いチームでした」 。試合後のインタビュー。優勝した吉備国際大学の監督・選手から筑波大に
賞賛の声が送られた。　
粘り強さの秘
訣は「まずは守備から」 （瀬戸口梢＝体専４年）の意識。試合中も全員で体を張って守る場面が数多く見られた。これを徹底するために繰り返し行ったのがミーティン
グ。試合後に日が変わるまで試合のビデオを見て分析したこともあった。　
才能豊かな選手をスカ
ウトできる私立大 は違い、筑波大は一般入 で入ってくる選手がほとんどで、個々人に卓越技術があるわけではない。それ も好成績を残せたのは、 「個人の技術は、戦術で補うという意識をチーム全体で共有できている」 （三輪由衣監督）ためだ。　
大会中もミーティング
を行い、問題点 修正した。準決勝で、縦パス１本で裏 狙う攻撃が目立っていたことを反省。決勝ではパス つないで
　
秋山監督は「いい試合内
容だったが、負けてしまった。来季はインカレ優勝を目指して、一戦、一戦を大事に戦っていきたい」と語った。
　
女子は１回戦の道都大学
に圧勝すると、続く東北福祉大学戦でも第１〜３セットをそれぞれ
27―
25、
25―
21、
25―
13で取り、 ストレー
ト勝ちした。しかし、鹿屋
体育大学との３回戦では、第１セットを先取したが、第２〜４セットを
18―
25、
21―
25、
16―
25で奪われ敗
退した。
（
12面に関連写真）
　
第
22回全日本大学女子サッカー選手権大会の決勝が
１月
19日、味の素フィールド西が丘（東京都北区）で
行われ、筑波大学はなでしこリーグにも参戦している強豪・吉備国際大学と対戦、延長戦の末１─２で惜しくも敗れた。筑波大が決勝戦まで進出したのは初の快挙となる。
（林健太郎＝社会学類１年、 森脇慎＝同１年）
　
多くの筑波大生からの
声援が送られる中、初の決勝進出を果たした筑波大の選手は躍動した。　
序盤は筑波大のペー
ス。前半４分、筑波大はゴールからおよそ
30㍍の
位置でフリーキックを獲得すると、瀬戸口梢（体専４年）が正確なキックでチャンスを演出 これは相手ＤＦ陣に阻まれるが、多くの選手がゴール前に飛び込み、積極性を見せた。　
だが左右から多彩な攻
撃を仕掛ける吉備国際大が徐々に試合の主導権を握り始める。筑波大はシュートを体で止めるなど必死に守っていたが、半
34分、コーナーキック
を頭で合わせられ、ついに先制を許す。その後も多くのシュートを打たたが、 ＧＫの國香想
しょうこ
子 （同
４年） を中心に守り抜き、前半を０─１で終えた。　
後半、筑波大は風上に
立つと攻撃にリズムが生まれる。後
25分、伊藤
栞（同１年）のパスをゴ
ール前で受けた秋山未空（同２年）が振り向いてシュート。これは阻まれたものの、後半
32分、コ
ーナーキックからパスをつなぎ、最後は伊藤がゴールど真ん中へ流し込んで同点に追いついた。その後は互いにチャンスを作るも、
90分では決着せ
ず延長戦に突入した。　
延長戦の前、筑波大は
選手・スタッフ全員で円陣を組み、主将 大友あかね（同４年）が「楽しもう！勝つぞ！」と声をかけると、チームに笑顔が広がった。
　
しかし延長戦は地力に
勝る吉備国際大が攻め続ける。延長前半アディショナルタイム、ゴール右から落ち着いて決められ万事休す。惜しくも日本一は逃したものの、筑波大としては初の準優勝に、試合後には目に涙を浮かべながらも、応援していた筑波大生と笑顔で喜びを分 ち合った。　
試合後、三輪由衣監督
は「今自分たちが出せる最大限の実力は発揮できたと思う。選手にお疲れ様と言いたい」 と話し 。（
12面に関連写真）
華麗にスパイクを決める筑波大
素早いドリブルで相手をかわす瀬戸口
上＝ドリブルで相手陣内に攻め込む選手、下＝観客にあいさつする選手たち
塚田しおり
を見守ったが、秋季リーグでは早くもレギュラーの座に。セッターとして活躍した。昨年はクリスマスも返上して２泊３日の合宿に行くなどバレー漬けの日々だ。
　
高校時代、全日本ジュ
ニア候補に名前が挙がったこともあり、実力は十分。だが、 「バレーは大学で辞めるつ り」だという。将来の夢は体育の先生。 「中学時代の恩師のような、厳しくもあるが、日常 活の相談にも乗ってくれる熱血教師を目指したい」 。バレーへの姿勢にも 体育の先生という 標にも 一貫するのは「誰か 必要とされる存在でありたい」という強い思 だ。　
一度コートに立てば、
その瞳は勝利だけを見つめる。 「今の目標は関東リーグ戦での優 。最終的には全日本インカレの優勝も狙っている」 。今や女子バレー部にとって、なくてはならない存在。勝利に対する真
しんし
摯な
努力で、今後も存在感を存分に発揮していくだろう。
（姉崎信＝心理学類
１年）
多くの選手が攻撃に絡むシーンが増えた。だが経験で勝る吉備国際大に及ばず、日本一には届かなかった。　
１─２というスコアと
は裏腹に、瀬戸口は「相手との差は“あと一歩”ではない」 と感じていた。「個人技術・チーム戦術共に吉備国際大の方が上手。悔しさをバネに、来年後輩たちが今日の差を詰めて優勝して欲しい」と話した。 これを聞いて、同点ゴールを決めた伊藤栞（同１年）は「先輩方の思いも背負って、来年は私たちが優勝します」と力強く語っている。
（森
脇慎＝社会学類１年）
決定力不足に苦しむ
２回戦敗退でベスト
16
第
62回全日本大学サッカー選手権大会
粘り強い守備見せた
筑 波 大 学 新 聞  第 312 号（9） スポーツ 2014 年（平成 26 年）1 月 27 日（月）
円陣を組むフィフティーン
「粘り」見せられず
福岡
 トライできず
相手の隙をついて攻める筑波大
古川拓生
監督
記者の目
　
一昨年の全国大学ラグ
ビー選手権大会。筑波大学は国公立大初の準決勝進出を果たし、初めて国立競技場に立った。そして昨年、初の決勝進出「日本一まであと一歩」 。今シーズンはこんな周囲の期待も高まった状態で、スタートした。　
昨年９月
15日の関東大
学対抗戦・慶應大学戦は「シーズン本番」の開幕戦だった。だが筑波大はミスを連発。集中力に欠けた試合を見て、先行きが不安になった。選手た
ちもぼうぜんとしていたように見えた。　
しかし次の試合となっ
た関東大学対抗戦、早稲田大学戦（９月
29日）で
はそのミスが修正されていた。選手たちの意気込みも違った。そして試合ごとに素人目にも分かる成長を遂げ、大学選手権大会・流通経済大戦（
12
月
22日）を迎えた。
　
これに勝てば準決勝進
出が決まるという大事な試合だったが、筑波大は「筑波らしさ」の象徴である守備を徹底。流通経済大を１トライに抑えた一方 、各選手 それぞれの持ち味を生かし５トライで快勝した。 「不安もあったが、準備の段階から全員が本気で勝利を目指した。その結果今までで一番楽しんで勝つことができた」 。内田啓
介主将もこう語る。観客にもその気持ちが伝わってきた印象的な試合だった。　
今年もまた日本一に手
が届かなかっ が、今大会準決勝に登録された選手の半数以上が、下級生だ。４年生の無念、悔しさを経験した選手たちが、来季のラグビー部を引っ張ってくれるだろう。
「筑波らしさ」で勝利目指す
悔しさ糧に下級生に期待
　
準決勝には多くの観
客が国立競技場に集まり、観客席では筑波大のスクールカラー あるフューチャーブルーの旗も振られた。 「 （プレー中は聞こえなくても）止まった瞬間に観客の声援が聞こえて、力になる」 。福岡堅樹が話すよう 、観客の声援 選手たちの活躍の原動力となるのは間違いない。　
次こそは、との願いと
共に、筑波大ラグビー部を応援する人が一人でも増えることを祈ってやまない。
（市原ひかり＝社
会工学類３年）
自慢の俊足でトライを狙う福岡
相手のタックルをかわす山沢
　【国立競技場で冨田慎二＝日本語・日本文化学類１年、鈴木拓也＝人文学類２年
】 「勝てる試合だっ
た」 。主将の内田啓介（体専４年）は試合をこう振り返った。昨年決勝で敗れた
帝京大学へのリベンジまであと一歩。集中力を欠いた一瞬の隙を早稲田大学に突かれ、持ち味の「粘り」も見せられなかった　
前半を８―
10で折り返し
た筑波大学。後半は風上に
立つ優位な状況で始まった。後半開始から中盤までは積極的に攻め込み、早稲田大の陣地でボール回しが続いた。
17分、トライ直前
でペナルティを犯し、ハーフラインまで戻されるが
それでも早稲田大に陣地に侵入することを許さなかった。 「焦りもプレッシャーもなかった」 （内田）と筑波大のペースのまま試合は進んだ。　
しかし、
25分にペナル
ティを取られ、ボ ル 主導権が早稲田大に移ると、流れは一転する。 きく右に展開され、筑波大は早稲田大に自陣への進入を許した。ゴールライン直前での早稲田大のペナルティを機に立て直しを図るが、
29分
にスクラムをまで押し込まれ、８―
15と
離される。選手 ちは円陣を組み「もう一度集中 ていくぞ」との声が記者席にまで聞こえてきた その直後の
31分に山沢拓也（同１
年）がペナルティゴールを決め、
11―
15と追いかけた。
　
だが、持ち前の「粘り」
が試合終了まで続くことはなかった。 「一点だけに集中し過ぎて他のところがおろそかにな 」 （福岡堅樹＝情科２年） 。一瞬の隙
を突かれ、
34分、
38分に連
続でトライを許し、試合を決められた。　
内田は「最後は集中力と
いう基本的なことの差で負けて歯がゆい。 （優勝は）後輩たちに託したい」と語った。　
日本代表でも活躍する俊
足のエース・福岡堅樹（情科２年）がボールを持つと、スタンドが一気に沸いた。だが、この試合では最後までトライを奪うことはできなかった。福岡対策と
して、早稲田大は山本浩輝（体専３年） 、内田啓介（同４年） 、山沢拓也（同１年）をマーク。福岡にパスがつながらないように徹底して動いた。それでも福岡はチャンス 作ったが早稲田大のディフェンス陣を崩せ
ず「 （トライを）取れるところでしっかりと取り切れなかった」とうつむいた。　
試合後、福岡は「これか
らはチームを引っ張っていけるように頑張りたい」と前を向いた。
　
昨年準優勝しながらも今年の全国大学ラグビー選
手権では決勝に進出できなかった筑波大学。１年間を振り返り古川拓生監督（体育系・准教授）に話を聞いた。
（聞き手・市原ひかり＝社会工学類３年）
――どんな１年でしたか。　（４―７月の）関東大学春季大会では、相手が「筑波」の名前に押され（気迫負けし）ていた部分があったかもしれない。 まだ （チームの）完成度が低 のにほとんどの試合が「勝ち」出てしまった。負ければ学生同士で（弱点を）指摘し合えたのに勝っているからいいか、というスタートになってしまった。 そ 問題点が）表面化したのが９月の関東大学対抗戦 慶應大学戦。多くのミスが上に、試合の中で修正できず慌ててしまった。
　
だがこれは今年のチーム
が変わる一つの転機にもなった。ミスに対して厳しく行こうと学生らが言い始めるきっかけとなったからだ。今回も日本一にたどり着けなかったが、大 は成長の場。 （負けをどのように今後に生かすか）学生の捉え方が大事 と思う。――「筑波らしさ」とは。　（キーワードは）チームとしての支 合い。プレーで言うとタックルとサポートを絶対大事にしようと言っている。自分の仕事を終えた時に仲間をとにかく支えに行くこと。 また、 ディフェンスへの意識は本当高いものを求めている だから筑波は、引き締まったロースコアな試合が多い。
■山沢拓也（体専１年＝深谷高出身）　
今年の大学選手権準決
勝の早稲田大学戦で前半３分、先制のゴールを決めたのは逸材と評される山沢拓也だった。　「マークはしていたが、山沢にスキを与えてしまった」 。試合後、早稲田大の後藤禎和監督が語ったように実力は折り紙つき。１年生ながら、チームの司令塔として筑波大学の４強入りに貢献した有望選手だ　ポジションはゲーム
をコントロールするＳＯ（スタンドオフ） 。持ち味はスピー とキックで、視野も広く、とても
器用な選手だ。投げて良し、蹴って良し、走って良しの三拍子そろったプレースタイルは、チームの中でも存在感を見せている。　
初スタメンは昨年９月29日、関東大学対抗戦の
早稲田大戦。この試合で
も先制のゴールを決めるなど活躍した。そ
れ以降スタメンにも定着し、仲間からも信頼を得ている。　
１月２日の早稲田大戦
でも得意のキックで２ゴールを決めた山沢。 「安定したプレーでもっとチームに貢献できるような選手になりたい」 。注目のルーキーがチームの要となり、更なる躍進支えていく。
　
昨年、決勝戦で敗れた帝京大学との
再戦はならなかったものの、今年、全国大学ラグビー選手権大会で３年連続の４強入りを果たした筑波大学。下級生ながら、その躍進を支え ２人 注目選手を紹介する。
（冨田慎二＝日本
語・日本文化学類１年）■福岡堅樹（情科２年＝福岡高出身）　
福岡堅樹は昨年の準優
勝、今年の４強入りに貢献した主力選手だ。それだけでなく、日本代表選
手としても活躍していて、今後のラグビー界
を背負っていけるだけの実力を持っている。　
トライを求められるＷ
ＴＢ（右ウィング）を担う福岡の強みは走力だ。日本代表ヘッドコーチに
も認められるほど 俊足でトライを狙う。日本代表として参加したウェールズ戦（昨年６月）では、一気に相手への間合いを詰め、鋭いタックルでピンチを救うなど、世界の舞台でも結果を残している。　
福岡の強みは走力だけ
ではない 試合ごとに課題を見つけ出し、次の試合に生かそうとする冷静さと賢さも持ち合わせている。　
１月２日の早稲田大戦
では本来の働きはできなかった。それでも、試合後には前を見据えていた。 「これからはチームを引っ張っていきたい」 。エースとしての自覚を持ち、筑波大学を悲願の日本一へ導く中心となるのは間違いない。
本紙に感謝状贈呈
携わっており、学外でも話題を呼んでいる。 「結」はＪＡＸＡの衛星と共に打ち上げられる。　
内覧会では、 「結」の実物
を初めて公開。永田学長が激励の言葉をかけるなどして学生と交流を深めた プロジェクトチームの野中淳司さん（工シス４年）は「完成まで、地味な作業に んできた。ようやく日の目を見ることができ、うれしい」と感慨深げに語った。
（
12面に関連写真）
筑 波 大 学 新 聞 第312 号 （10）学生生活2014 年（平成 26 年）1月 27 日（月）
出張！カシマサッカーミュージアム
学生の防犯意識向上に貢献　
筑波大学生の防犯意識向
上などを求めるジャーナリズム活動が評価され、つくば中央署から１月、筑波大学新聞に感謝状 贈呈た。　
同紙は大学周辺で発生し
ながら、一般紙が大きく取
　
つくばに来てから３年
がたった。あっという間の３年間は、留学する前の自分と比べると有意義な時間を過ごせたと思う。今でも明確な目標を持っているとは言えないが、以前の目標 ない生活をしていたころよりは、少 成長したとも思う。本稿では自分 留学
生活３年間について述べたい。　
入学する前にも筑波大
学で日本語や数学の勉強をしてい ため、入学した２０１１年４月にもあまりワクワク感がなかった自分は、単位を取るだけの生活をした。中学・高校でオーケストラをした経験があったので音楽のサークルにも入ろうとは思っ が、韓国にいる友達が勉強している話を聞く 、自分も講義を最優先にしなければならないと思った。図書館で勉強する以外は、たまに国際交流のサークルに顔を出していた。今思とオーケストラに入らなかったのは残念だとは思うが、勉強 選択したこ
とに後悔はない。　
誠実に講義を聞いたお
かげか３年次になるまで成績は悪くはなかった。無事に早期卒業をするための条件を満たした。韓国出身である私には兵役があるため、２年間は韓
アントラーズ山村と交流
立ち見が出る大盛況
企業のグローバル化を語る
新興国相手に企業戦略を
タマネギの変色の実験について説明する今井さん
ＳＭＫ株式会社代表取締役講演会
キム・ホンジク
勉強優先した大学生活
り上げていない犯罪の多さに着目。学生や大学職員の他、地域への情報提供を行おうと、一昨年に取材班を発足させ 同署やつくば市消防本部、 大学周辺 組織・住民などへの取材を続けてきた。
第
4回フード・セキュリティリサーチセミナー
イグノーベル賞受賞者が講演
研究の楽しさ伝える
　
その結果、一昨年
12月発
行の３０４号では、大学周辺で多発する不審火事件について、原因の一端が学生が屋外に放置した洗濯物や新聞などの可燃物にあることを報じた。また 昨年４月発行の３０６号では、オートロックマンションでの「忍び込み」と呼ばれる窃盗事件の多 を特報 被害者の学生の多くが玄関のオートロックを過信し、自室の鍵をかけていなかったことに注意を促した。　
このほか、昨年
11月発行
の３１０号では大学周辺の街灯が整備されていない路上などで夜、女子大生を狙ったわいせつ事件が前年の２倍に急増したと特報。これを機 「つくばに街灯を」のキャンペーンも展開している。一連のキャン
ペーン記事では、防犯に関する学生の意識調査の他、暗い夜道で 現場ルポ 周辺住民やつくば市への取材などを実施。街灯設置を求める記事は、学生などから大きな反響が出ている。　
同署の菅原英夫署長は、
「素晴らしい活動をしてくれた。学生の被害を減らすために、これからも連携を強めていきたい」 と話した。一方、取材班を代表して賞状を受け取った平嶋健人記者（社学２年）は「取材活動が評価されてうれしい筑波大周辺の犯罪は依然続いており、今後はより一層地域に根ざした取材を続けていきたい」 と話している。　
筑波大学新聞（発行部数
約２万部）は同大学の学生が編集。年７回発行され、学内のほか、つくば市役所など筑波大学周辺で無料配布されている。
２月に打ち上げへ
人工衛星「結」内覧会開催
国に戻らなければならない。もちろん、その２年間が完全 無駄になるとは思わないが、それでも若い時の２年間は大きいと思い、大学院への進学も考えて たため、入試準備しながら 卒業論文
を書くための準備もした。運が良かったのか、昨年の９月に東京大学ら合格通知が来 。　
韓国の知人の司法試験
合格や会計士合格などの話を聞くと、自分もより精進しなければならないと思うようになる。筑波大の利点は他の学類の授業を自由に取れることであるが、他の人 り１年早く卒 するため、卒業単位を取 ことに精一杯になったことは少しもったいない。２年間の兵役の間に今の自分に不足している勉強をして、修士課程でより深く勉強していきたいと思う。
（社会
工学類・原文も日本語＝韓国出身、イラスト＝島田文、 芸術専門学群３年）
　
筑波大学生命環境科学研
究科生物圏資源科学専攻が主催する第４回フード・セキュリティリサーチセミナーが１月
16日、筑波大
２Ｂ棟で行われた。セミナーでは筑波大の２期で、２０１３年に「タマネギの催涙成分合成酵素の発見」でイグノーベル賞（化学賞）を受賞した今井真介さん （ハウス食品グループ）が講演。会場には約１５０人の参加者が訪れた。　
イグノーベル賞は「人を
笑わせ、そして考えさせてくれる研究」 に贈られる賞。今井さんによると今回の研究のきっかけは 勤務先の工場でレトルトカレーを作る際、タマネギとニンニクを一緒に炒めると緑色 なる問題に直面したことだという。 その原因を探るため、双方からエキスを抽出し、成分を分析 その結果「アリイナーゼ」という酵素が緑色の生成に関わること発見した。　「アリイナーゼ」は従来
から催涙成分の生成に関係すると分かっていたが、研
究を進めると、催涙作用を誘発するためには「アリイ
ナーゼ」とは別の酵素も必要なことが明らかになった。この結果、辛みや催涙作用を抑え、より風味のあるタマネギを作ることも理論上可能になったという。　
今井さんは今回の受賞の
教訓として「自分たちだからこそ気づけ ことに気づくかどうかが大事。身近ところに研究の題材はある」と話し、研究の楽しさを伝えた。　
参加した女子学生は「子
どものような純粋な好奇心から始まった研究だと思った。タマネギ 切っている時に涙が出なくなるからといって、生活が劇的に変化するわけではないが、地道な研究を続け 評価されたのは夢がある」と語った。
　
筑波大学附属中央図書館
エントランスホールで昨年
12月
16日から行われてい
た「出張！カシマサッカーミュージアム」のイベントの一環として鹿島アントラーズ山村和也選手のトークショー＆サイン会が
12月
26日、中央図書館集会室で
行われた。これは昨年８月に筑波大と鹿島アントラーズが学術的提携に関する協定書に調印したことを記念して開催されたイベント。会場には約
70人の参加者が
訪れ、立ち見の見物者が出
るほどの大盛況となった。　
前半のトークショーで
は、山村選手が流通経済大学時代に抱いていた筑波大
の印象や、自身がどんな大学生だったかなどが話題となった。また、筑波大から鹿島アントラーズへ入団した赤崎秀平選手については「今日筑波大に行くんだと報告しようと電話したのに、赤崎くんは出てくれなかった」と話すなどし 、会場の笑いを誘った。　
後半の質疑応答の時間に
は、大学時代の思い出や今後の展望についての質問が寄せられ 山村選手は終始和やかな様子で参加者と交流を楽しんだ。　
山村選手は「大学サッ
カーの良い点は、いろいろなことにチャレンジできる点。みんなも大学時代にしかでき いことを楽しんで」と話した。イベントの最後には参加者の中からじゃんけん 勝ち抜いた
20
人に山村選手のサインが贈られ、会場は盛り上がりを見せた。　
　
ＳＭＫ株式会社代表取締
役の池田靖光社長の講演会が昨年
12月４日、筑波大学
総合研究棟Ａで行われた。　
同社はコネクタやタッチ
パネルなどを主な商品としている企業で、生産や販売の拠点を各国に展開。特に中国やマレーシアを中心
に、現地の文化に特化した生産体制を確立している。　
講演では、同社の商品生
産高の約７割をアジアが占めていることから、企業がグローバル化に対応するためには海外に生産拠点 置き、地域に密着した活動を行う必要があると説明。池田社長は「アジアへの進出は、他の企業と戦うため必要不可欠。新興国を相手にできる企業戦略を考えなければならない」と話し、自らの企業理念である「変化に対応する力」 を訴えた。　
講演会を訪れたジャリ
ル・ウール・アクルさん（短期留学生）は「海外戦略の話を聞けてよかった。 今後、経済を学ぶ上で生かしていきたい」と語った。
　
筑波大学の学生が中心と
なって開発を進めている人工衛星ＩＴＦ―１ 「結」＝写真、２月
28日に打ち上げ予定＝
が、今月下旬に宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）に搬入されるのに先立ち、昨年
12月
25日に筑波大で内覧会が開か
れ、永田恭介学長ら筑波大関係者が見学した。　「結」は、１辺約
10㌢の立
方体で、重さ１ ・２５㌔の超小型衛星。２０ １年に筑波大システム情報系の宇宙開発
工学学域によって設けられた学生中心のプロジェクトチー
ムが開発した。宇宙では衛星内部の温度や、バッテリーの状態などのデータをモールス信号で地球に送信する 小型のトランシーバーとアンテナがあれば、誰でも衛星からの信号を受信できるのが特徴だ。　「結」の開発には設計から電子回路の製作、通信技術の構築などほぼ全行程に学生が
「 」
笑顔で話す山村選手
感謝状を受け取る平嶋記者（右）
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元外交官が安全保障を解説
　
荘厳な造りが目をひく
筑波大学の開学記念館。その一室からは、今日も茶を点てる音が響く。松の木を用いた雅な茶室には、乱れぬ正座で茶の稽古に励む 道同好会の部員がいる。　
茶道同好会は毎週月・
水曜日が活動日だ。月曜日は部員だけで稽古に取り組み、水曜日は外部から講師を招く。年に数回のお茶会で 和服で学外の人ももてなす。　
彼らが茶を点てるの
は、茶を客に振る舞う
という動作の中に、人を思いやったりもてなす精神や 自然を愛する心を見出すためだ。　
作法は稽古前
　
来年度から、筑波大学の
追越・一の矢共用棟浴場が
　
東京駅発の筑波大学中央行き深夜高速バス便が１月
14日から、つくばセンター
到着後、大学方面へのバスとして利用できるようになった。これまで同便は終点まで途中で乗車できなかったが、 センターでの乗車が可能になり、
22時
40分発だっ
たセンター発の 行き 最終便が事実上、１時
15分発となった。筑波大
社会工学類の学生が授業の一環として提案、実現したもので、新 な大学方面行きの深夜の交通手段になりそうだ。
　
新たにつくばセンターで
乗れるのは
23時
25分（東京
駅発
22時
20分） 、０時５分
（同
23時） 、１時
15分（同０
時
10分）到着の各便。セン
ター到着後、大学方面への乗車が可能になり、現在の
22時
40分発の定期運行バス
最終便以降、大学方面へは３便の増発となる。　
センター乗車後、降車
できるのは「筑波大学病院」と「大学会館」 、終点の「筑波大学中央」 。運賃は深夜バス料金で、センターから各降車場までそれぞれ３００円、４００円、
から始まる。同好会が属する裏千家では最初にまず正座で先生や他の部員にあいさつ。さらに「道を修めなほ励みつつも初心を忘れぬように」 「他人をあなどる事なくいも思いやりが先に立つように」など、茶道を行う上での心構えを声に出して確認する。次に詠むのが千利休の百首。千利休が和歌の形をとって茶道の精神をまとめたも
茶道同好会
で、それが記された扇子を広げ、一日の稽古の始まりに詠む。これら一連の作法から茶道の精神を心に留めて稽古に入るだ。　
筆者も人生初となる茶
道の稽古に参加した。茶を飲む際も細かな作法がいくつもあり、一つひとつの動作を踏まえるのに苦労した。また、茶は泡が立つまで点て続けるために腕は疲れ、正座は約
国際問題を深く考える
５００円だが、学内路線バス定期券を利用すると一律２６０円の割引となる。東京駅から筑波大学までの高速バスは関東鉄道とＪＲバス関東が運行するが、今回実施されるの 運行の便だ。　
これまでも学生などの間
で「深夜につくばセンターから大学方面への交通手段がなく不便だ」という声が上がっていたが、 「都市計画実習」 （谷口守教授＝シス情系） の神保裕美さん （社工３年）らのグループ 深夜高速バスの有効活用を発案。アンケートで空席状況などを調べた上、昨年６月に関東鉄道に提案した。　
同グループの皆川貴弘さ
ん（社工３年）は「深夜や早朝に空席状況などのアンケートを行ったが、 （関東鉄道に）前向き 検討してもらった」と話した。一方関東鉄道の自動車部営業課は「深夜に大学方面へ向かう交通手段としてぜひ利用してほしい」 話している。
10分で足がしびれてし
まった。事前に描いていた優雅なイメージとは全く違う。だが、部員らの姿勢は変わることがないままで、疲れた様子も全く見せなかっ　「正座は一時間以上続けても平気。また、稽古のときは相手を思いやり、姿勢を崩さないよう心がけている」と部員の宮部祥代さん （社学１年）は笑顔で話す。　先生と真剣に稽古に励
みつつも、時折、和気あいあいと語らいな ら楽しそうに茶道と向き合う部員の姿が印象的だった。会長の松尾寛子さん（芸専３年）は「お茶で一服し心地よい休憩をするために同好 へと足を運ぶ」と話す。　
茶を振る舞うための
様々な作法。そこには日本の文化が詰まっている。茶道同好会に「雅」な世界があった。
（林健
太郎＝社会学類１年）
　
「外交─その表舞台と裏舞台」
外交問題について語る水野元大使
廃止が決まった一の矢共用棟浴場
道の奥深さに触れる
最終便は１時
15分発に
社会工学類生が考案
廃止されるほか、平砂共用棟浴場では利用料金を
追越・一の矢で廃止へ
業者の経営悪化が原因
学生宿舎共用浴場
１７０円から１８０円に値上げし、営業時間が短縮さ
れる。　
共用棟浴場は１９７４年
に平砂地区、
75年に追越地
区、
77年に一の矢地区に設
置され、宿舎に住む学生が主に利用。経営は民間業者に委託されていた。だが平成
21年度に宿舎にコイン
シャワーが整備されたことで利用者は激減 、業者の経営は悪化。昨年９月業者側が浴場経営からの撤退を正式に求めていた　
学生生活課は、宿舎近隣
に銭湯などの施設が無いことなどから継続を求めていたが結局追越・一 矢地区の浴場の廃止などが決まった。学生生活課は対応策として追越宿舎 学生に平砂共用棟浴場 利用を促す他、一の矢宿舎居住棟や一の矢生活センターのコインシャワーの整備を進めることを検討している。　
学生生活課の大手昇一専
門職員は「浴場廃止は残念だが、継続運営される平砂
の浴場を利用してもらいたい。今後は（日本の）大浴場の経験がない留学生に
予定より増額へ
消費税増税の影響
学内循環バス定期券値上げ
利用してもらえるよう、浴場をＰＲする看板を置くなどしていきたい」 と話した。
　
筑波大学「人間の安全保
障講座」の一環で、水野達
夫元在ネパール特命全権大使を招いた講演会が昨年
12
月
11日に筑波大学総合研究
棟Ａで開かれた。 「外交―その表舞台と裏舞台」と題された講演会には、学生や教職員ら約
40人が訪れた。
　
水野元大使は北京での勤
務経験を踏まえ、近年の日中関係の悪化に関し、尖閣問題について重点的に解説。中国の公文書や、人民日報の過去紙などの資料を用いながら歴史的・国際法的にも尖閣諸島が日本固有の領土であることを示した。また中国共産党の権力闘争事情や、防空識別圏の設定、国際司法裁判所の管轄権についても説明した。　
質疑応答の時間では、中
国人留学生が資料の歴史的
背景について質問し、教員も加わっての議論となった。　
水野元大使は最後に、筑
波大生に向けて「歴史的史料に基づき、実証的な外交研究をしてもらいたい」と語った。　
来場した学生の藤木耀さ
ん（国総１年）は「実務者の視点から話が聞けて良かった。国際問題を深く考えるきっかけとなり、有意義な講演だった」 と話した。　
同講座は、
21世紀の諸課
題に対し、制度や国境を超えて政策の提言やグローバル化に対応できる人材を育成することを目的としている。
　
筑波大学筑波キャンパス
内を走行する循環バス定期券の利用料について、来年度からの値上げに関する説明会が昨年
12月から１月に
かけて開催された。その中で、以前発表された値上げ後の予定額８４００円より、利用料が更に高くなることが明らかになった。今年４月から 消費税引き上げに伴うものだという。　
１月
10日に学内で開かれ
た第２回説明会で 東照雄副学長、髙岡利
としつぐ
嗣学生生
活課長らの説明によると、バスを運営する関東鉄道株式会社は消費税増税で４月からの値上げを計画。それに伴い、循環バス定期券の利用料金の値上げも確実だという。上げ幅はまだ分からないが、副学長らはできるだけ早く公表する意向を示した。　
バス定期券の現在の正規
料金は年間１万８７００円。だが、筑波大が関東鉄道から定期券を６０００枚一括購入し、学内では８４００円で販売してきた。また学生について負担を減らすため筑波大が更にこの半額を拠出、４２００円で販売している。　
だが来年度からは、その
負担総額約３０ 万円を、授業料免除のための予算や、奨学金「つくばスカラシップ」に回す予定で、これを受けて当初大学側は今後の学生向 の料金が８４００円になると公表しいた。
東京駅からの深夜高速バスと同型のバス
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美しい歌声を響かせる団員
Doo-Wop ウインターライブ
5 面へ
フリーキックを蹴る瀬戸口
人工衛星「結」内覧会
８面へ
「結」について説明をする学生（右）
全日本大学女子サッカー選手権大会
10 面へ
力強くアタックする筑波大
全日本インカレ
次号は
4月
7日（月）発行予定です
8 面へ
☆引退記者からひとこと☆
うちわ話
▼「鬼デスク」とはかけ離れた私の元で、部員はのびのびと活動していました。だからこそ良い紙面ができたのかな ありがとう。
（草食
系九州男児）▼世界一可愛い先輩に一目惚れして入部するも、いつの間にか大学新聞が恋人に。世界一楽い時間でした。ありがとう。
（なか）▼部員と先生、
広報室の方に支えられ、数多くの取材をして世界が広
がりました。３年間で得た経験と少しの自信、思い出は宝物です。
（くらしざわ）
▼直感で入部して１年と少し。多くの出会いが人生をより豊かにしてくれた。全ての方々にありがとう！（国立競技場の女）
▼Ｎ島
先輩から引き継いだトッパニスト（今命名）の座は、任せたぞＡ崎！皆ありがとう。がんばってね〜
（ぽよ）
▼入部して２年半、そして引退、 あっという間だった。取材するたびに感じた緊張感や新しい出会いは大事な思い出になった。
（ｐＡ
9）
　
主人公の男子学生は、２月
14日に大
学構内でテロを起こす。人質は女子学生、要求は「手作りのチョコレート」 。バレンタインデーに自分だけチョコレートをもらえないことを恨む男子学生と、学内の秩序を守る特殊部隊「学生支援室」の攻防の行方は――。　
動画共有サイトＹｏｕＴｕｂｅでも
配信されているこ 短編映画「ＲＥＡＬ
　
ＶＡＬＥＮＴＡＩＮ（以下ＲＥＡ
映画制作に注ぐ情熱
サプライズで日常を楽しく
「つくばショートムービー」でグランプリ
高島瑛彦さん（情報創成４年）
Ｌ） 」を手掛けたのは高島瑛彦さん（情報創成４年） 。脚本から撮影、編集の工程をほぼ一人で行った。同作品は、昨年
11月
10日にイーアスつく
ば（つくば市研究学園）で行われ短編映像作品の公募イベント「つくばショートムービーコンペティション
　
つくっぺ２０１３」で、全
71作
品の中からグランプリを受賞。その他、アクション映画祭「横浜シネマ
ジャンクション」でも東映ビデオ賞を受賞するなど、各方面から高い評価を受けている。　
作品は一年生の時に受講していた映
像制作の授業課題だった。 「自身の経験をヒントに脚本を書いた」という。他の４人の受講生とチームを組んで映画を制作した。撮影には広大な敷地を誇る筑波キャンパスを活用し、役者は学内の劇団サークルに依頼。編集には独学で身に着けたコ ピューターグラフィックス 技術を使い、爆弾の爆発など派手な演出も試み 。同授業は芸術専門学群３・４年生向けだったが 「ＲＥＡＬ」は担当教員や受講生から高い評価を受け、その存在は学内外に知れ渡った。昨年は「つくっぺ」に応募するために２カ月の追加撮影と再編集を行った。　
映画制作の原点は、中学時代に委員
長を務めていた放送委員会でのドラマ撮影。以後、映像制作の面白さに目覚め、高校時代は「映画甲子園」に３年
連続出場するなど映像制作に明け暮れる日々を送った。その情熱と実績を武器に、ＡＣ入試で筑波大に合格。情報メディア創成学類でメディアやプログラミングの勉強に励んだ　「ＲＥＡＬ」の制作をきっかけに、高島さんは２年生で映像サークル「Ｘｉｏｎ―ｌａｂｏ」を立ち上げた。活動は、映像広告から
70分の長編ホラー
映画の制作まで多岐にわたる。現在制作中の長編作品「終末」は、電車や映画館を貸し切った撮影やプロの俳優を起用した大作で、今年の春に公開予定だという。 「映画 で学んだことは人とのかかわり方。撮影許可を得るためには地元の方に交渉する必要があるし、役者も知人の紹介がほとんど。たくさんの の理解と支えが次の作品制作にもつながる。映画は決して一人で制作できるも で ない 感じた」これまでの活動を振り返る。　
その活動は映像制作にとどまらな
い。自ら主導する「第四学群」の活動
は学内で大きな反響を呼んだ。旧学群制度で実際には存在しなかった第四学群は学生から「幻の学群」と呼ばれ、学生間でのさまざまな冗談や「都市伝説」に登場する。高島さんはこの噂を基に、 「ＲＥＡＬ」に第四学群を秘密裏の部隊として登場させ、作品完成後はそこで使用した黒づくめの衣装を とい、仲間と学園祭などのイベントに参加して る。 「学校という日常に『ちょっと たサプライズ』があったら毎日がきっと楽しくなる」 。思いつきで始 た活動だというが、今では学内に突如現れる黒ずくめ集団を「筑波大でしか会えないキャラクター」だと楽しみにする学生も多い。　
今は大学院への進学を検討。 「卒業す
る前に、ぜひ続編『ＲＥＡＬ
　
ＷＨＩＴ
ＥＤＡＹ』を制作したい」と話し、大学生活を最後まで謳歌 たいと考える。一人の学生のユニークな発想と行動力は、筑波大の「楽しい明日」へと続く。
（望
月麗＝比較文化学類２年）
提供＝男子バレー部
第四学群の衣装で学内に登場する高島さん
